
研
究
者
向
け 

　
解
題 

　
　
実
践
女
子
大
学
所
蔵
　
源
氏
物
語
・
和
歌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
　̶

文
庫
を
ひ
ら
く̶

 

　
　
（
開
催
期
間
　
二
〇
二
四
年
九
月
九
日
〜
九
月
二
九
日
） 

　
　
展
示
品
解
題 

舟
見
一
哉
　
上
野
英
子
　
軽
部
利
恵
　
中
村
仁
美
　
新
村
唯 

1
2

3
4

5

________________________________________________________________________ 

　
　 

〈
注
記
　2024/09/09

〉 

解
題
の
内
容
は
開
催
期
間
前
半
ま
で
に
加
筆
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
論
文
等
に
引
用
す
る
際
に
は
、
開
催
期
間

終
了
後
の
最
新
完
成
版
を
用
い
て
頂
き
た
い
。
最
新
完
成
版
は
下
の
公
式
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
。 

　
は
じ
め
に 

　
本
稿
は
「
実
践
女
子
大
学
所
蔵
　
源
氏
物
語
・
和
歌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
　̶
文
庫
を
ひ
ら
く̶

」
に
て
展
観
す

る
展
示
品
の
解
題
で
あ
る
。
解
説
に
先
立
ち
、
本
学
の
文
庫
の
う
ち
、
日
本
古
典
文
学
関
連
の
貴
重
書
を
保
管
す

る
文
庫
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。 

○
山
岸
文
庫…

…

元
学
長
、
山
岸
徳
平
博
士
の
旧
蔵
書
で
、
日
本
古
典
籍6321

点
、
漢
籍751
点
を
所
蔵
、
日
野

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
保
管
。
『
山
岸
徳
平
文
庫
目
録
　
日
本
漢
詩
文
・
儒
学
』
、
『
山
岸
徳
平
文
庫
目
録
　
仏
書
・

儒
学
補
遺
』
、
『
山
岸
徳
平
文
庫
目
録
　
国
書
』
が
本
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
て
公
開
中
。 

○
常
磐
松
文
庫…

…

文
庫
名
は
、
三
谷
栄
一
博
士
（
実
践
女
子
大
学
教
授
、
図
書
館
長
）
の
命
名
。
本
学
が
戦
後

に
収
集
し
た
貴
重
書
群
。
和
歌
、
物
語
、
国
語
学
、
香
道
、
料
理
本
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
保
管
。
目
録
は
現
時
点
で
は
未
完
成
。 

○
黒
川
文
庫…

…

黒
川
春
村
、
黒
川
真
頼
、
黒
川
真
道
の
黒
川
家
三
代
の
旧
蔵
書
。
現
在
は
分
野
別
に
、
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
書
陵
部
、
国
学
院
大
学
図
書
館
、
日
本
大
学
総
合
図
書
館
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
に

分
蔵
。
本
学
に
は
「
物
語
・
随
筆
」
の
資
料
を
収
蔵
す
る
。
今
回
展
示
が
で
き
な
か
っ
た
が
古
活
字
版
『
源
氏
物

語
』
な
ど
の
貴
重
書
を
有
す
る
。
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
保
管
。
目
録
に
『
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
　
黒
川

文
庫
目
録
【
新
版
】
』
（
文
芸
資
料
研
究
所
編
、2011

）
が
あ
る
。 

 

実
践
女
子
大
学 

文
学
部
国
文
学
科 

准
教
授
　funam

i-kazuya

◎jissen.ac.jp
1 

実
践
女
子
大
学 

文
芸
資
料
研
究
所 

教
授

2 

実
践
女
子
大
学 

文
学
部
国
文
学
科 

助
教

3 

実
践
女
子
大
学 

文
学
部
国
文
学
科 

博
士
前
期
課
程

4 

実
践
女
子
大
学 

文
学
部
国
文
学
科 

学
部
四
年

5
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○
文
芸
資
料
研
究
所…

…

実
践
女
子
大
学
創
立80

周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て1979

年
に
創
設
。
『
源
氏

物
語
』
関
連
資
料
と
近
代
草
稿
類
の
収
集
と
調
査
を
行
う
研
究
機
関
。
収
蔵
品
は
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
保
管
。 

○
近
世
文
芸
資
料…

…

守
隨
憲
治
の
協
力
の
も
と
収
集
さ
れ
た
近
世
の
俳
諧
、
随
筆
、
地
誌
、
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃

関
係
の
資
料
群
。 

　
で
は
、
記
述
の
ル
ー
ル
を
以
下
に
説
明
し
て
お
く
。
展
示
番
号
と
対
応
す
る
「
＃
」
の
あ
と
に
記
し
た
資
料
名

は
、
資
料
を
同
定
し
や
す
い
よ
う
に
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
統
一
書
名
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
書
名
（
内

題
に
基
づ
く
）
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
資
料
名
が
判
然
と
し
な
い
も
の
は
亀
甲
パ
ー
レ
ン
〔
〕
を
付
し
た
。

な
お
一
部
の
資
料
に
つ
い
て
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作ID

を
示
し
た
。 

　
書
誌
事
項
は
、
以
下
の
項
目
を
、
以
下
の
順
番
で
記
述
し
て
い
る
が
、
適
宜
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。
装
訂
、

巻
数
・
冊
数
、
書
写
年
（
推
定
書
写
年
は
〔
〕
を
付
す
）
、
書
写
者
・
伝
称
筆
者
、
書
型
・
大
き
さ
（
縦
・
横
、

糎
）
、
字
高
、
改
装
か
否
か
、
表
紙
・
見
返
し
、
外
題
、
内
題
、
料
紙
、
一
面
行
数
・
和
歌
一
首
行
数
、
奥
書
・

識
語
、
印
記
（
た
だ
し
本
学
の
印
記
に
つ
い
て
は
略
）
、
箱
、
極
札
・
折
紙
な
ど
の
付
属
品
。
な
お
、
括
り
の
数

や
一
括
り
あ
た
り
の
紙
数
、
墨
付
丁
数
、
遊
紙
の
数
な
ど
は
今
回
割
愛
し
た
資
料
が
あ
る
。 

　
書
誌
事
項
の
後
の
「
▼
」
以
降
が
解
説
で
あ
る
。
末
尾
に
執
筆
者
名
を
記
す
。 

	

第
一
章
　
　
『
源
氏
物
語
』
の
写
本
た
ち 

＃
１
　
伝
冷
泉
為
相
筆 

源
氏
物
語
切
（
桐
壺
巻
、
六
半
切
）
　
一
葉 

本
学
国
文
学
科
所
蔵
（913.36.R25

）
。
軸
装
一
幅
。
〔
鎌
倉
時
代
末
期
〜
南
北
朝
期
頃
〕
写
。
伝
冷
泉
為
相

筆
（
箱
書
に
よ
る
）
。
縦
１
６
・
８
×横
１
６
・
５
糎
。
字
高
１
５
・
１
糎
程
。
楮
紙
打
紙
。
一
面
行
数
１
０
行
。

函
ウ
ハ
書
「
色
紙
　
冷
泉
家
為
相
卿
正
毫
　
朝
倉
茂
入
極
札
有
　
／
　
短
尺
　
櫛
笥
殿
隆
胤
卿
真
毫
　
古
筆
勘
兵

衛
極
有
」
、
函
底
書
「
安
永
七
年
〈
戊
／
戌
〉
十
一
月
日
」
、
側
面
「
冷
泉
為
家
相
／
櫛
司
隆
胤
／
両
卿
和
歌
」

「
第
九
十
二
号
」
「
秋
」
、
「
色
紙
短
冊
／
冷
泉
家
／
櫛
笥
殿
」
、
函
蓋
裏
「
小
笠
原
家
蔵
」
（
朱
陽
短
辺
正
方

印
）
。 

▼
函
ウ
ハ
書
に
書
か
れ
て
い
る
極
札
類
は
現
在
な
い
。
『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
（
武
蔵
野
書
院
、2023

）

未
収
録
。
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
（
第
１
部
・
１
５
）
所
収
の
「
伝
為
相
筆
源
氏
物
語
切
（
桐
壺
）
」
の
ツ
レ

か
。
筆
跡
は
為
相
筆
で
は
な
い
。
特
筆
す
べ
き
本
文
の
特
徴
は
見
出
せ
な
い
。
な
お
下
部
に
櫛
司
隆
胤
筆
と
伝
え

る
短
冊
を
貼
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＃
２
　
『
源
氏
物
語
』
　
末
摘
花
巻
　
伝
二
条
為
定
筆 

常
磐
松
文
庫
蔵
（913.36/N

73

）
。
列
帖
装
。
一
帖
。
〔
鎌
倉
時
代
末
期
〜
南
北
朝
期
頃
〕
写
。
伝
二
条
為
定

筆
（
極
札
に
よ
る
）
。
縦
１
６
・
０
×横
１
４
・
８
糎
。
字
高
１
４
・
５
糎
程
、
和
歌
は
１
・
０
糎
ほ
ど
地
の
文
よ
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り
下
げ
て
二
行
書
き
と
し
、
和
歌
の
終
わ
り
は
改
行
し
て
地
の
文
を
続
け
る
。
改
装
金
襴
緞
子
紺
鼠
地
牡
丹
唐
草

文
様
、
見
返
し
は
金
箔
押
。
外
題
な
し
（
た
だ
し
原
表
紙
と
目
さ
れ
る
第
一
丁
の
左
端
に
打
付
墨
書
「
す
へ
つ

む
」
、
本
文
と
は
別
筆
、
ま
た
中
央
や
や
上
部
に
周
囲
と
は
変
色
具
合
の
異
な
る
長
方
形
の
跡
が
あ
る
）
。
墨
付

４
４
丁
、
遊
紙
３
丁
。
内
題
な
し
。
楮
紙
打
紙
。
一
面
１
０
行
、
和
歌
一
首
２
行
書
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
箱
は

近
代
製
の
桐
函
の
み
。
函
ウ
ハ
書
「
源
氏
物
語 

末
摘
花 

伝
二
條
為
定
筆 

鎌
倉
末
期
寫
」
。
極
札
「
末
摘
花
　
二

条
家
為
定
卿
／
お
も
へ
と
も
　
（
琴
山
）
」
（
古
筆
了
意
、
藍
色
雲
紙
、
二
丁
ウ
に
糸
で
縫
い
付
け
る
）
、
裏
面

は
画
像
参
照
。 

▼
僚
巻
や
ツ
レ
の
古
筆
切
に
つ
い
て
は
未
調
査
。
筆
跡
は
為
定
筆
で
は
な
い
。
朱
筆
切
点
が
あ
り
、
そ
れ
と
同
色

で
本
文
に
対
し
て
注
記
す
る
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
「
御
車
よ
せ
た
る
な
か
（
中
歟
）
も
ん
の
い
と
い
た
く
ゆ
か

み
よ
ろ
ほ
ひ
て
」
な
ど
。
ま
た
本
文
と
同
筆
か
と
思
わ
れ
る
墨
筆
で
「
普
賢
菩
薩
の
ゝ
り
物
見
ゆ
（
お
ほ
イ
）
」

と
他
本
注
記
す
る
箇
所
が
一
箇
所
、
他
に
本
文
よ
り
や
や
薄
い
墨
筆
で
「
か
る
ら
か
な
ら
ぬ
人
の
御
ほ
と
を
心
く

る
し
と
て
（
と
そ
）
お
ほ
し
け
る
」
の
よ
う
に
本
文
を
修
正
す
る
箇
所
も
あ
る
。
本
文
系
統
に
つ
い
て
は
旧
蔵
機

関
の
解
説
以
来
、
定
家
本
系
統
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献
『
大
阪
青
山
短
期
大
学
創
立
二
十
周
年
記
念
所
蔵
展
観
目
録
』
（
一
九
八
七
） 

＃
３
　
『
源
氏
物
語
』
　
須
磨
巻
　
伝
冷
泉
為
相
筆 

 6

常
磐
松
文
庫
蔵
（913.36/M

u56

）
。
列
帖
装
。
一
帖
。
〔
鎌
倉
時
代
末
期
〜
南
北
朝
期
頃
〕
写
。
伝
冷
泉
為

相
筆
（
極
札
に
よ
る
）
。
縦
１
６
・
６
×横
１
５
・
５
糎
。
字
高
１
４
・
８
糎
程
。
和
歌
は
０
・
８
糎
ほ
ど
地
の
文

よ
り
下
げ
て
書
き
は
じ
め
、
和
歌
の
終
わ
り
は
改
行
せ
ず
地
の
文
を
続
け
る
。
改
装
金
地
金
襴
緞
子
表
紙
、
見
返

し
は
布
目
金
箔
押
。
外
題
は
改
装
表
紙
中
央
に
、
紙
片
（
８
・
０
×２
・
５
糎
）
に
墨
書
「
す
ま
」
（
本
文
別
筆
、

原
表
紙
に
あ
っ
た
も
の
か
）
。
五
括
、
第
一
括
か
ら
第
四
括
ま
で
六
紙
か
ら
な
る
第
五
括
は
二
紙
。
墨
付
４
８

丁
。
内
題
な
し
。
楮
紙
打
紙
。
一
面
行
数
１
１
行
。
和
歌
一
首
１
行
書
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
印
記
な
し
。
外
箱

は
近
代
製
の
漆
塗
箱
に
金
泥
で
「
源
氏
物
語
／
須
磨
」
と
打
付
書
。
内
箱
は
桐
製
で
打
付
墨
書
「
源
氏
物
語
　
須

磨
／
為
相
卿
筆
」
。
大
倉
好
斎
極
札
オ
モ
テ
「
中
院
為
相
卿
　
（
汲
水
）
」
、
ウ
ラ
「
六
半
須
磨
一
冊
　
辛
巳
秋
　

（
昔
斎
）
」
。 

▼
僚
巻
や
ツ
レ
の
古
筆
切
に
つ
い
て
は
未
調
査
。
筆
跡
は
為
相
筆
で
は
な
い
。
ま
た
＃
１
、
＃
４
と
も
別
筆
。
本

文
別
筆
に
よ
る
墨
筆
の
校
異
あ
り
。
本
文
は
旧
所
蔵
機
関
の
解
説
に
「
青
表
紙
本
や
河
内
本
と
も
共
通
す
る
面
も

持
つ
一
方
で
は
、
別
本
と
思
わ
れ
る
性
質
を
有
す
る
な
ど
複
雑
な
本
文
と
い
え
る
」
と
あ
る
。
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献
『
大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵
品
図
錄
　
第 

一
輯
』
（
一
九
九
二
年
） 

 

当
該
本
に
つ
き
出
品
リ
ス
ト
で
は
「
初
公
開
」
と
記
し
た
が
公
開
し
た
こ
と
が
あ
る
と
の
ご
指
摘
を
受
け
た
。
そ
の
際
に
展
示
に
関
わ
っ

6

た
先
生
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
そ
の
と
き
の
解
説
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
以
下
の
書
誌
事
項
は
私
に
調
査
し
た
こ
と
を
記
す
。
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＃
４
　
『
源
氏
物
語
』
　
早
蕨
・
宿
木
巻
　
伝
冷
泉
為
相
筆 

山
岸
文
庫
蔵
（A839

）
。
列
帖
装
。
一
帖
。
〔
鎌
倉
時
代
末
期
～
南
北
朝
期
頃
〕
写
。
伝
冷
泉
為
相
筆
（
極
札
に

よ
る
）
。
縦
２
４
・
４
×横
１
５
・
４
糎
。
字
高
２
１
・
２
糎
程
。
和
歌
は
１
・
０
糎
ほ
ど
地
の
文
よ
り
下
げ
て
書

き
は
じ
め
、
和
歌
の
終
わ
り
は
改
行
せ
ず
地
の
文
を
続
け
る
。
改
装
緞
子
表
紙
、
見
返
し
は
布
目
金
箔
押
。
外
題

な
し
。
内
題
は
な
い
が
、
前
遊
紙
１
丁
オ
モ
テ
に
「
う
ち
　
　
さ
わ
ら
ひ
　
や
と
り
木
」
と
記
す
（
本
文
別
筆

か
）
。
七
括
、
第
一
括
五
紙
、
第
二
括
一
一
紙
、
第
三
括
一
三
紙
、
第
四
～
六
括
一
二
紙
、
第
六
括
一
二
紙
、
第

七
括
五
紙
。
楮
紙
打
紙
。
一
面
行
数
８
行
。
和
歌
一
首
１
行
書
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
印
記
「
月
明
荘
」
。
桐
製

外
函
ウ
ハ
書
「
河
内
本
　
源
氏
物
語
」
（
墨
筆
）
、
漆
塗
内
函
ウ
ハ
書
「
為
相
卿
筆
　
源
氏
物
語
　
〈
早
蕨
／
宿

木
〉
」
（
金
泥
）
。
極
札
包
紙
表
墨
書
「
冷
泉
相
卿
改
札
」
、
包
紙
裏
墨
書
「
紙
數
百
四
拾
貳
枚
之
內
／
百
三
十

七
枚
墨
付
／
五
枚
白
帋
」
、
極
札
「
冷
泉
殿
元
祖
為
相
卿
　
源
氏
物
語
　
宇
治
十
帖
内
／
さ
わ
ら
ひ
／
や
と
り

木
　
（
印
）
」
（
朝
倉
茂
入
・
初
代
）
。
な
お
前
遊
紙
の
左
端
に
剥
離
後
が
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
こ
の
極
札
と

一
致
す
る
。 

▼
僚
巻
や
ツ
レ
の
古
筆
切
に
つ
い
て
は
未
調
査
。
筆
跡
は
為
相
筆
で
は
な
い
。
ま
た
＃
１
、
＃
３
と
も
別
筆
。
朱

筆
切
点
あ
り
。
本
文
に
つ
い
て
は
「
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
と
河
内
本
の
混
成
本
文
ら
し
」
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
書
写
年
代
は
こ
れ
ま
で
鎌
倉
時
代
と
さ
れ
、
今
回
も
「
〔
鎌
倉
時
代
末
期
～
南
北
朝
期
頃
〕
」
と
し
て
い
る

が
、
南
北
朝
期
の
書
写
と
み
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献
『
実
践
女
子
大
学
所
蔵
貴
重
書
図
録
』
（
実
践
女
子
学
園
、
二
〇
二
〇
年
） 

＃
５
　
伝
西
行
筆 

源
氏
物
語
切
（
宿
木
巻
）
　
二
葉 

文
芸
資
料
研
究
所
蔵
。
軸
装
一
幅
、
二
葉
を
貼
付
。
〔
鎌
倉
時
代
末
期
～
南
北
朝
期
頃
〕
写
。
桐
函
ウ
ハ
書
「
西

行
法
師
筆
　
源
氏
物
語
や
と
り
き
」
。 

▼
書
誌
事
項
の
詳
細
や
解
説
は
、
『
源
氏
物
語
　
古
筆
の
世
界
』
（
武
蔵
野
書
院
、2023

）
のNo.228
と229

、

お
よ
び
拙
文
「
西
行
の
古
筆
切
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
天
理
大
学
天
理
図
書
館
蔵
「
宿
木
」
残
欠
本
の
ツ
レ
で
あ

る
。
拙
文
「
西
行
の
古
筆
切
」
で
触
れ
た
、
本
展
示
品
に
付
属
す
る
極
札
の
画
像
を
掲
載
す
る
。
「
宿
木
一
冊
」

と
あ
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
。
（
舟
見
） 

＃
６
　
〔
明
融
本
源
氏
物
語
〕 

                                

山
岸
文
庫
蔵
（1234

・
貴
重
書
庫
室
）
。
列
帖
装
。
４
４
帖
（
存
空
蝉
・
夕
顔
・
若
紫
・
末
摘
花
・
紅
葉
賀
・
葵
・

賢
木
・
須
磨
・
明
石
・
澪
　
標
・
蓬
生
・
関
屋
・
絵
合
・
松
風
・
薄
雲
・
朝
顔
・
少
女
・
玉
鬘
・
初
音
・
蛍
・
常

夏
・
篝
火
・
野
分
　
・
行
幸
・
藤
袴
・
真
木
柱
・
梅
枝
・
藤
裏
葉
・
横
笛
・
鈴
虫
・
夕
霧
・
御
法
・
幻
・
匂
宮
・

紅
梅
・
竹
　
河
・
椎
本
・
総
角
・
早
蕨
・
宿
木
・
東
屋
・
蜻
蛉
・
手
習
・
夢
浮
橋
）
※
東
海
大
学
桃
園
文
庫
に

は
、
　
該
書
と
も
と
一
具
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
９
帖
が
あ
る
が
、
両
者
を
合
わ
せ
て
も
胡
蝶
を
欠
く
。
〔
室
町

﹅
﹅
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時
代
後
期
（
天
正
十
年
以
前
）
〕
写
。
明
融
ほ
か
の
寄
合
書
き
。
縦
約
２
２
・
０
×横
約
１
４
・
５
糎
。
字
高
１
９
・

２
糎
。
芥
子
色
空
押
し
草
花
散
ら
し
雷
文
繋
ぎ
地
紙
表
紙
。
外
題
は
後
補
の
白
地
題
簽
に
巻
序
と
巻
名
の
み
墨

書
。
内
題
な
し
。
料
紙
は
雁
皮
主
体
・
楮
・
ま
た
打
紙
仕
様
の
有
無
な
ど
、
巻
に
よ
っ
て
様
々
。
一
面
１
０
行
書
。

奥
書
な
し
。
桃
園
文
庫
本
８
帖
（
花
散
里
を
除
く
）
の
巻
末
に
み
え
る
定
家
の
勘
物
「
奥
入
」
も
、
展
示
品
に
は

見
え
な
い
。
印
記
は
「
山
岸
文
庫
」
（
複
郭
朱
文
長
方
印
）
。
紺
色
無
地
誂
帙
入
り
（
帙
題
簽
無
し
）
。
極
札

は
、
計
２
５
冊
に
「
上
冷
泉
殿
為
和
卿
御
息
明
融
」
「
此
付
紙
ヨ
リ
奥
明
融
御
筆
」
等
の
琴
山
印
の
極
札
を
貼
付
。

他
に
、
同
じ
く
琴
山
印
極
札
と
し
て
「
梶
井
殿
」
（
若
紫
）
・
「
飛
鳥
井
殿
」
（
少
女
）
・
「
伏
見
殿
邦
　
高
親

王
」
（
常
夏
）
・
「
正
親
町
殿
公
叙
卿
」
（
野
分
）
・
「
飛
鳥
井
殿
二
楽
息
曽
衣
」
（
行
幸
）
・
「
連
歌
師
　
寿

慶
息
〔
名
字
失
念
し
候
〕
」
（
総
角
）
・
「
連
歌
師
宗
養
」
（
手
習
）
・
「
大
覚
寺
殿
義
俊
」
（
夢
浮
橋
）
の8

　

冊
が
あ
り
、
琴
山
印
が
な
く
筆
跡
・
紙
質
も
異
な
る
筆
者
札
と
し
て
「
栄
雅
ノ
娘
」
（
宿
木
）
が
あ
る
。 

▼
上
冷
泉
為
和
の
庶
子
明
融
は
、
永
正
一
三
年
（1516

）
以
前
に
生
ま
れ
、
天
正
一
〇
年
（1582

）
に
没
し
た

戦
国
時
代
の
時
衆
僧
で
あ
る
。
室
町
幕
府
の
滅
亡
を
体
験
し
て
お
り
、
時
代
的
に
は
三
条
西
家
源
氏
学
を
興
し
た

実
隆
の
嫡
孫
実
枝
の
そ
れ
と
重
な
る
。
歌
人
と
し
て
古
典
学
者
と
し
て
の
実
枝
の
活
躍
は
著
し
い
が
、
明
融
も
ま

た
冷
泉
家
出
身
の
歌
僧
と
し
て
の
活
動
を
行
い
、
時
衆
の
ト
ッ
プ
（
遊
行
三
三
世
他
阿
）
に
は
古
今
伝
受
も
行
っ

て
い
た
。 

　
か
か
る
明
融
が
大
き
く
関
与
し
て
完
成
し
た
と
み
ら
れ
る
の
が
、
伝
明
融
等
筆
源
氏
物
語
で
あ
る
。
明
融
本
は

現
在
、
東
海
大
学
桃
園
文
庫
と
本
学
山
岸
文
庫
と
に
分
蔵
さ
れ
て
お
り
、
池
田
亀
鑑
は
桃
園
文
庫
本
８
帖
（
除
花

散
里
）
を
、
定
家
本
の
本
文
を
忠
実
に
伝
え
る
本
文
と
し
て
高
く
評
価
し
た
。
た
し
か
に
こ
の
８
帖
は
定
家
本
を

臨
模
し
た
柏
木
巻
を
含
み
、
「
奥
入
」
を
有
し
、
部
分
的
で
あ
っ
て
も
定
家
様
を
残
し
て
い
る
。
一
方
で
、
明
融

の
父
冷
泉
為
和
は
自
家
に
伝
わ
る
定
家
本
を
定
家
様
で
書
写
し
他
人
に
贈
っ
て
い
た
。
推
測
す
る
に
、
こ
の
桃
園

文
庫
本
８
帖
就
中
柏
木
は
、
冷
泉
家
に
伝
わ
る
定
家
本
を
為
和
の
方
法
を
真
似
て
書
写
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
山
岸
文
庫
本
（
と
桃
園
文
庫
本
の
花
散
里
）
は
片
面
１
０
行
に
均
し
て
書
写
し
て
お
り
、
寄
合

書
き
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
の
書
式
を
守
っ
て
い
る
（
但
し
宿
木
巻
最
終3

丁
は
例
外
）
。 

　
と
は
い
え
、
書
型
が
一
致
し
、
明
融
が
双
方
で
書
写
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
。
双
方
共
に
明
融
が
他
筆
者
と
共

同
で1

冊
を
仕
上
げ
た
と
い
う
帖
が
確
認
で
き
る
こ
と
。
桃
園
文
庫
本
の
「
雁
皮
主
体
、
楮
ま
じ
り
（
の
斐
紙
）
」

と
い
う
料
紙
と
同
様
の
料
紙
が
山
岸
文
庫
本
中
に
も
一
部
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
初
か
ら
五
四
帖
の
揃

い
の
取
混
ぜ
本
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
融
は
底
本
の
相
違
に
よ
っ
て
書

写
方
法
を
変
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

　
山
岸
文
庫
本
の
料
紙
を
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
用
い
ら
れ
て
い
る
本
文
料
紙
が
一
様
で
な

い
こ
と
が
解
る
。
普
通
な
ら
ば
揃
い
本
は
料
紙
も
統
一
す
る
も
の
だ
が
、
戦
国
時
代
の
一
僧
侶
に
は
同
一
品
質
の

料
紙
を
大
量
に
揃
え
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
僧
坊
に
寄
進
さ
れ
た
料
紙
な
ど
を
利
用
し
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
ま
た
明

融
本
に
は
本
文
訂
正
や
注
釈
な
ど
、
複
数
の
筆
に
よ
る
様
々
な
書
き
入
れ
も
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
桃
園

文
庫
本
に
も
見
ら
れ
る
。
什
物
と
し
て
永
く
保
管
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
で
は
無
く
、
学
習
用
テ
キ
ス
ト
と

し
て
複
数
の
人
々
に
用
い
ら
れ
て
き
た
写
本
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
） 

　
　
　
　
＊
参
考
文
献 

池
田
亀
鑑
［1956

］
「
耕
雲
本
の
成
立
と
そ
の
特
質
」
（
『
源
氏
物
語
大
成
　
研
究
資
料
篇
』
中
央
公
論
社
） 

井
上
宗
雄
［1972

］
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
　
室
町
後
期
』
（
明
治
書
院
） 

川
平
ひ
と
し
［2008

］
「
冷
泉
為
和
相
伝
の
切
紙
な
ら
び
に
古
今
和
歌
集
藤
沢
相
伝
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
和
歌

テ
キ
ス
ト
論―

定
家
へ
の
ま
な
ざ
し―

』
笠
間
書
院
） 
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上
野
英
子
［2020

］
「
明
融
本
源
氏
物
語
を
通
し
て
覗
く
室
町
期
寄
合
書
き
の
一
実
態
」
（
『
源
氏
物
語
　
本
文

研
究
の
可
能
性
』
和
泉
書
院
） 

同
［2023

］
「
明
融
と
打
紙
、
そ
し
て
明
融
本
源
氏
物
語
の
こ
と
な
ど
」
（
『
紙
の
レ
ン
ズ
が
ひ
ら
く
古
典
籍
・

絵
画
の
世
界
』
勉
誠
社
） 

【
パ
ネ
ル
１
】
打
紙
加
工
の
施
さ
れ
た
末
摘
花
巻
の
画
像
（
雁
皮
主
体
・
打
紙
加
工
の
紙
） 

【
パ
ネ
ル
２
】
裏
映
り
の
激
し
い
葵
巻
の
画
像
（
楮
。
紙
量
が
少
な
く
、
か
つ
打
紙
加
工
も
施
さ
れ
て
い
な
い
） 

＃
７
〔
耕
雲
本
源
氏
物
語
〕 

山
岸
文
庫
蔵
（841

）
。
列
帖
装
。
五
四
帖
（
親
長
本
２
７
帖
、
補
写
本
２
７
帖
）
。
親
長
本
は
〔
延
徳
、
文
明

年
間
〕
写
（
親
長
本
）
。
親
長
本
は
甘
露
寺
親
長
筆
。
縦
約
２
２
・
１
×横
約
１
４
・
４
糎
。
字
高
１
９
・
８
糎
程
。

香
色
無
地
後
補
紙
表
紙
、
中
央
に
卵
色
地
金
泥
金
砂
子
草
花
様
紙
題
簽
貼
付
（
全
帖
共
通
）
。
外
題
は
巻
名
の
み

墨
書
、
題
字
は
全
帖
一
筆
。
扉
題
は
巻
名
と
並
び
の
注
記
。
ま
た
親
長
本
の
み
更
に
巻
序
が
加
わ
る
。
料
紙
は
雁

皮
主
体
楮
混
じ
り
。
漉
き
返
し
が
多
い
。
一
面
行
数
８
行
、
和
歌
は
改
行
２
～
３
字
下
げ
、
成
り
行
き
で
２
行
書

き
、
後
続
の
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
続
く
形
式
。
親
長
本
に
の
み
各
冊
に
耕
雲
の
跋
歌
あ
り
。
ま
た
寛
正
・
延
徳
・

文
明
年
間
の
本
奥
書
な
い
し
書
写
奥
書
が
あ
る
（
詳
細
後
述
）
。
識
語
「‥

右
二
十
七
帖
甘
露
寺
按
察
使
親
長
卿

手
／
筆
也
　
雖
為
不
備
依
有
由
緒
従
奥
州
／
持
来
永
為
貴
寺
什
物
所
令
寄
呈
也
／
一
覧
之
時
者
宜
預
廻
向
者
也
　

承
応
　
年
　
月
　
日
　
浅
川
彦
左
衛
門
尉
昌
純
／
善
通
寺
御
房
」
（
夢
浮
橋
）
。
印
記
「
善
通
寺
」
（
複
郭
墨
文

長
方
印
、
親
長
本
と
補
写
本
４
冊
に
捺
す
）
。
二
重
木
箱
入
り
。
外
箱
は
新
装
木
箱
。
内
箱
側
面
の
蓋
に
紙
片
剥

離
痕
、
右
肩
に
「
十
六
番
」
と
墨
書
し
た
紙
票
貼
付
。 

▼
耕
雲
本
と
は
、
花
山
院
長
親
（
号
耕
雲
）
が
足
利
義
持
将
軍
の
命
に
よ
り
、
憶
説
を
粗
陳
し
、
各
巻
末
に
そ
の

要
枢
を
詠
じ
た
跋
歌
を
付
し
て
献
上
し
た
と
さ
れ
る
源
氏
物
語
の
写
本
の
こ
と
で
あ
る
。
『
明
星
抄
』
で
は
「
河

内
本
に
も
非
ら
す
青
表
紙
本
に
も
非
す
一
様
各
別
の
本
也
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
池
田
亀
鑑
に
よ
り
、
河
内

本
を
主
と
し
た
混
態
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

　
本
学
所
蔵
の
該
書
は
、
承
応
年
間
（1652

～55

）
に
浅
川
氏
出
身
の
昌
純
な
る
人
物
が
奥
州
か
ら
持
ち
帰

り
、
善
通
寺
に
寄
贈
し
た
親
長
本
２
７
帖
が
基
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
後
同
寺
に
て
補
写
本
が
加
え

ら
れ
、
一
括
改
装
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
補
写
本
の
料
紙
は
、
親
長
本
が
漉
き
返
し
紙
を
利
用
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
生
漉
き
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。 

　
こ
の
親
長
本
２
７
帖
は
、
寛
正
三
～
五
年
（1462

～64

）
・
文
明
一
一
～
一
七
（1479

～85

）
・
延
徳
三

年
（1491

）
の
本
奥
書
や
書
写
奥
書
を
有
し
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
可
能
で
あ
る
。 

　
①
寛
正
年
間
の
本
奥
書
に
文
明
年
間
の
書
写
奥
書
を
有
す
る 

…
…

少
女
・
胡
蝶
・
柏
木
・
横
笛
・
御
法
・
匂
兵
部
卿
宮
・
竹
河 

　
②
文
明
年
間
の
書
写
奥
書
を
有
す
る 

…
…

朝
顔
・
常
夏
・
野
分
・
行
幸
・
藤
袴
・
真
木
柱
・
若
菜
上
・
橋
　
　
姫
・
椎
本
・
総
角
・
早
蕨
・ 

　
　
宿
木
・
東
屋
・
浮
舟
・
蜻
蛉
・
手
習
・
夢
浮
橋 

　
③
寛
正
年
間
の
本
奥
書
に
延
徳3

年
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
　…

…

蓬
生
・
薄
雲 

　
④
延
徳
三
年
の
書
写
奥
書
を
有
す
る…

…

澪
標 

　
こ
れ
ら
該
書
の
親
長
本
に
つ
い
て
、
近
年
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
調
査
し
た
齊
藤
哲
也
氏
に
よ
れ
ば
、
甘
露

寺
親
長
筆
本
の
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
。
ま
た
最
も
完
備
し
た
耕
雲
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
高
松
宮

 / 6 29



家
本
の
本
文
と
も
非
常
に
親
し
く
、
書
写
年
代
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
高
松
宮
家
本
の
親
本
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
の
報
告
を
出
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
） 

＊
参
考
文
献 

池
田
亀
鑑
［1956

］
「
耕
雲
本
の
成
立
と
そ
の
特
質
」
（
『
源
氏
物
語
大
成
　
研
究
資
料
篇
』
中
央
公
論
社
） 

上
野
英
子
［1996

］
「
山
岸
文
庫
蔵
「
耕
雲
本
源
氏
物
語
」
解
題
」
（
『
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』15

号
） 

齊
藤
哲
也
［2024

］
「
実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
蔵
耕
雲
本
『
源
氏
物
語
』
の
用
字―

仮
名
字
母
と
表
記
の
比
較

を
通
し
て―
」
（
『
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』43

号
） 

第
二
章
　
『
源
氏
物
語
』
を
注
釈
し
た
書
物
た
ち 

＃
８
　
光
源
氏
物
語
系
図 

常
磐
松
文
庫
蔵
（913.36

／42A

）
。
折
本
。
１
帖
。
天
文
一
三
年
（1544

）
写
。
伝
三
条
西
実
澄
筆
。
縦
約

１
７
・
２
×横
約
１
７
・
４
糎
。
茶
色
地
花
鳥
文
様
緞
子
表
紙
。
外
題
「
源
氏
物
語
系
図
」
。
内
題
「
光
源
氏
物
語

系
図
」
。
料
紙
は
裏
打
ち
済
み
雁
皮
。
全
四
六
丁
。
一
面
行
数
１
０
行
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。 

・
「
本
云
／
此
物
語
系
図
去
長
享
二
年
／
春
之
比
肖
柏
等
相
談
之
訪
宗
祇
／
法
師
指
南
粗
所
清
書
之
本
也
　
　

被
／
引
余
習
以
件
愚
本
染
禿
筆
／
不
可
出
窓
外
者
也
／
永
正
第
九
﨟
月
廿
七
日
／
老
槐
散
木
御
判
」 

・
「
巻
々
年
紀
為
備
忽
忘
大
概
注
付
之
／
永
正
十
　
二
　
八
」 

・
「
此
一
冊
依
羽
州
羈
客
／
碩
与
懇
命
於
燈
下
卒
／
馳
秋
毫
深
可
禁
外
見
／
而
已
／
天
文
甲
辰
暦
中
秋
戌
　
　

午
／
亜
槐
（
花
押
）
」 

二
重
箱
。
新
装
誂
外
箱
。
内
箱
の
上
蓋
に
「
源
氏
物
語
系
図
　
三
条
西
三
光
院
実
澄
公
真
跡
」
と
墨
書
。
上
蓋
と

箱
の
側
面
に
紙
票
（
「
子
第
一
七
八
号
」
）
貼
付
。
享
保
一
二
年
（1727

）
第
七
代
目
古
筆
家
了
延
に
よ
る
証
書

一
通
と
、
二
代
目
古
筆
家
了
栄
お
よ
び
門
人
系
に
よ
る
極
札
が
各
一
枚
、
計
３
枚
あ
る
。 

　
①
証
書
１
通
、
「
実
澄
公
源
氏
物
語
系
図
／
証
文
」
（
包
紙
上
書
き
）
。 

　
「
源
氏
物
語
系
図
　
一
冊
／
三
条
西
三
光
院
実
澄
公
／
真
跡
無
疑
者
也
／
享
保
十
二
年
／
仲
秋
下
旬
　
　
／
古

筆
了
延
（
琴
山
印
）
」
（
表
）
。
「
源
氏
物
語
系
図
〔
折
本
一
冊
御
判
ア
リ
／
天
文
甲
辰
中
秋
〕
（
了
延
印
）
〕

（
裏
） 

　
②
極
札
「
三
条
西
殿
実
澄
公
御
筆
〔
源
氏
物
語
系
図
／
折
本
一
冊
〕
（
琴
山
印
）
」
（
表
）
。
「
光
源
氏
物
語
　
　

系
図
〔
奥
州
判
有
／
天
文
甲
辰
中
秋
〕
一
冊
　
〔
寅
／
四
〕
（
栄
印
）
」
（
裏
）
。 

　
③
極
札
「
三
光
院
殿
実
澄
公
〔
源
氏
系
図
〕
（
守
村
印
）
」
（
表
。
裏
は
白
紙
） 

▼
実
隆
が
作
成
し
た
源
氏
物
語
系
図
は
、
長
享
二
年
（1488

）
本
・
明
応
八
年
（1499

）
本
・
文
亀
四
年

（1504

）
本
・
永
正
九
年
（1512

）
本
の
四
種
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
位
相
差
に
つ
い
て
伊
井
春
樹
氏

は
「
古
系
図
か
ら
出
発
し
て
、
長
享
二
年
本
で
は
伝
文
を
、
明
応
八
年
で
は
人
物
配
列
構
造
を
確
立
し
、
文
亀
四

年
本
で
は
両
者
を
統
合
す
る
と
と
も
に
、
永
正
九
年
本
で
は
さ
ら
に
左
大
臣
に
関
し
て
の
改
訂
を
加
え
た
」
と
指

摘
し
て
い
る
。 

　
該
書
は
永
正
系
図
の
実
隆
奥
書
と
加
注
識
語
を
転
写
し
、
「
亜
槐
」
（
極
め
に
よ
れ
ば
、
三
条
西
実
澄
）
の
花

押
入
り
書
写
奥
書
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
文
一
三
年
（1544

）
に
、
当
時
三
四
才
だ
っ
た
実
澄
（
権
大
納

言
。
同
年
に
諱
を
実
世
か
ら
実
澄
に
改
名
）
が
「
羽
州
覇
客
碩
与
」
（
出
羽
の
有
力
武
家
出
身
で
出
家
し
連
歌
を
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嗜
ん
だ
人
物
か
、
詳
細
不
明
）
な
る
人
物
の
懇
命
に
よ
り
、
祖
父
実
隆
最
後
の
源
氏
系
図
と
な
っ
た
永
正
系
図
を

書
写
し
た
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

　
花
押
の
字
形
は
、
東
京
史
料
編
纂
所
花
押
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
掲
載
の
花
押
例
と
は
若
干
違
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

筆
跡
は
、
『
高
梥
帖
』
所
収
伝
三
条
西
実
世
筆
和
歌
色
紙
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
伝
三
条
西
実
枝
筆
源
氏
物
語

な
ど
と
似
て
い
る
。 

　
永
正
系
図
の
伝
本
は
複
数
あ
る
が
、
尊
経
閣
文
庫
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
・
国
立
国
会
図
書
館
本
・
九
州
大
学

細
川
文
庫
本
等
と
比
較
す
る
に
、
該
書
に
は
若
干
の
誤
写
と
思
し
き
独
自
異
文
が
あ
る
も
の
の
、
意
図
的
な
改
変

を
思
わ
せ
る
も
の
は
な
く
、
ま
ず
は
丁
寧
に
書
写
さ
れ
た
資
料
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
） 

＊
参
考
文
献 

伊
井
春
樹
［1980

］
「
実
隆
の
『
源
氏
物
語
系
図
』
作
成
」
（
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
　
室
町
前
期
』
桜
楓
社
） 

上
野
英
子
［2005

］
「
常
磐
松
文
庫
蔵
『
伝
三
条
西
実
澄
筆
源
氏
物
語
系
図
』
翻
刻
・
解
説
」
（
文
芸
資
料
研
究

所
『
年
報
』24

号
） 

    ＃
９
　
〔
源
氏
小
鏡
〕 

文
芸
資
料
研
究
所
所
蔵
（306

）
。
列
帖
装
。
一
帖
（
存
上
巻
）
。
永
正
二
年
（1505

）
写
（
奥
書
に
よ
る
）
。

書
写
者
は
「
宗
遍
」
（
奥
書
に
よ
る
）
。
縦
約
２
０
・
８
×横
約
１
６
・
０
糎
。
字
高
１
９
・
０
糎
。
共
紙
表
紙
。

外
題
は
左
肩
に
「
源
氏
註
」
と
墨
書
。
内
題
な
し
。
料
紙
は
漉
き
返
し
紙
を
用
い
た
雁
皮
紙
、
米
粉
入
り
。
但
し

毳
立
ち
が
酷
く
、
汚
れ
も
目
立
つ
。
一
面
行
数
１
０
行
書
き
、
和
歌
は
改
行
１
字
下
げ
２
行
独
立
書
き
（
２
行
目

は
２
字
下
げ
）
。
奥
書
な
し
。
木
箱
と
帙
入
り
。
木
箱
上
蓋
に
は
「
源
氏
註
　
壱
冊
」
と
墨
書
。
帙
は
綠
地
草
花

緞
子
貼
り
の
誂
え
帙
だ
が
、
題
簽
は
無
記
入
の
ま
ま
で
あ
る
。 

▼
該
書
に
序
文
は
な
く
、
上
巻
目
録
か
ら
始
ま
り
、
桐
壺
か
ら
少
女
巻
ま
で
の
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本

行
に
は
更
に
朱
筆
に
よ
る
合
点
・
句
点
・
傍
注
な
ど
の
書
き
入
れ
が
加
え
ら
れ
た
。 

　
伊
井
春
樹
氏
の
分
類
に
拠
れ
ば
、
概
書
の
本
文
は
第1

系
統
第
一
類
（
古
本
系
）
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
同
氏

が
こ
の
系
統
の
諸
伝
本
の
な
か
で
も
「
古
形
を
保
ち
信
頼
す
る
に
足
る
善
本
」
と
さ
れ
た
の
が
京
都
大
学
付
属
図

書
館
蔵
伝
持
明
院
基
春
筆
本
（
伝
承
筆
者
基
春
の
没
年
は1535

年
、
そ
の
頃
の
書
写
か
と
い
う
）
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
こ
の
基
春
本
と
比
較
す
る
と
、
慨
書
は
、
①
漢
字
表
記
が
多
く
な
っ
て
い
る
、
②
寄
合
箇
所
も
他
の
地
の
文

と
同
じ
よ
う
な
書
き
ぶ
り
を
し
て
い
る
た
め
、
寄
合
で
あ
る
こ
と
が
や
や
曖
昧
で
、
朱
筆
の
合
点
が
そ
れ
を
補
っ

て
い
る
こ
と
　
③
朱
筆
に
よ
る
傍
注
の
書
き
入
れ
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
、
な
ど
の
特
色
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。 

　
該
書
は
、
本
行
と
同
筆
と
み
ら
れ
る
奥
書
の
記
述
（
「
永
正
弐
年
弥
生
日
／
宗
遍
」
）
か
ら
、1505

年
に
宗
遍

な
る
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
の
だ
が
、
該
当
す
る
人
物
に
つ
い
て
は
未
詳
。 

　
本
文
料
紙
は
雁
皮
の
漉
き
返
し
紙
を
用
い
た
も
の
だ
が
、
填
料
に
米
粉
を
入
れ
て
い
た
よ
う
で1000

倍
画
像
に

偏
光
十
字
の
影
が
多
く
確
認
で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
） 

＊
参
考
文
献 

伊
井
春
樹
［1930

］
「
『
源
氏
小
鏡
』
の
成
立
と
そ
の
影
響
」
（
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』
桜
楓
社
） 

岩
坪
健
［2005

］
「
翻
刻
・
解
題
」
（
『
『
源
氏
物
語
』
諸
本
集
成
』
和
泉
書
院
） 
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＃￼

　
源
氏
物
語
聞
書
〔
覚
勝
院
抄
〕 
10

文
芸
資
料
研
究
所
所
蔵
（15

）
。
三
条
西
家
旧
蔵
。
袋
綴
。
２
５
冊
。
〔
室
町
時
代
末
期
か
〕
。
書
写
者
は
未

詳
。
縦
約
２
７
・
４
×横
約
２
０
・
４
糎
。
字
高
約
２
２
・
０
糎
。
縹
色
無
地
紙
表
紙
。
各
表
紙
中
央
に
香
色
無
地

紙
題
簽
を
貼
付
、
収
載
巻
名
と
並
び
の
巻
序
を
墨
書
。
左
肩
に
は
「
第
壱
（
～
二
十
五
）
巻
」
と
冊
序
を
朱
書
。

外
題
な
し
（
巻
序
と
巻
名
の
み
）
。
内
題
「
源
氏
物
語
聞
書
〔
或
説
并
料
簡
加
之
〕
」
。
料
紙
は
雁
皮
主
体
楮
混

じ
り
、
全
冊
裏
打
ち
補
修
済
み
。
一
面
行
数
は
基
本
は
９
行
。
奥
書
は
夢
浮
橋
巻
奥
に
、
定
家
自
筆
本
「
奥
入
」

の
奥
書
を
転
写
。
印
記
「
三
条
西
」
「
宮
田
蔵
書
」
「
衣
笠
文
庫
」
「
月
明
荘
」
。
誂
え
帙
（
縹
色
色
に
地
菊
・

源
氏
車
・
松
葉
文
様
緞
子
貼
り
）
。
帙
題
簽
を
貼
る
も
無
表
記
。 

▼
三
条
西
家
源
氏
学
の
注
釈
書
。
料
簡
部
分
に
「
時
代
寛
弘
初
造
出
之
　
康
和
ニ
流
布
〔
寛
弘
ヨ
リ
文
明
十
年
ま

て
四
百
八
十
余
年
也
　
然
者
元
亀
弐
年
マ
テ
ハ
五
百
七
十
四
才
歟
〕
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
亀
二
年
（1571

）

の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
。
物
語
全
文
を
併
せ
持
っ
た
注
釈
で
あ
り
、
『
万
水
一
露
』
や
『
岷
江
入
楚
』
の
先
蹤
で

あ
る
。 

　
形
式
は
、
冒
頭
に
料
簡
を
置
き
、
以
下
本
論
部
分
は
物
語
本
文
を
適
当
な
章
段
で
区
切
っ
て
全
文
書
写
し
、
次

に
章
段
毎
に
「
聞
書
注
」
と
し
て
注
釈
を
し
る
す
の
が
基
本
形
。
そ
れ
に
付
箋
・
行
間
注
・
頭
注
な
ど
が
多
数
加

わ
っ
て
い
る
。 

　
料
簡
は
、
内
題
の
下
に
「
此
聞
書
此
紙
一
丁
詞
称
名
院
仍
覚
被
遂
一
覧
／
逍
遙
院
作
云
々
弄
花
ノ
序
也
逍
ト
肖

相
読
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
弄
花
抄
』
料
簡
に
依
拠
し
た
も
の
。 

　
物
語
本
文
は
、
前
半
が
「
能
州
典
廐
本
」
を
写
し
た
覚
勝
院
自
身
の
本
、
後
半
が
称
名
院
か
ら
の
お
墨
付
き
を

得
た
と
い
う
久
我
殿
本
を
底
本
と
し
、
こ
れ
を
「
三
条
ヨ
リ
冷
ノ
本
」
（
三
条
西
家
よ
り
冷
泉
本
を
借
り
て
、
の

意
味
か
）
で
校
合
し
た
と
い
う
（
藤
袴
巻
付
箋
）
。 

　
聞
書
注
に
は
、
『
河
海
抄
』
『
花
鳥
余
情
』
『
弄
花
抄
』
か
ら
の
引
用
の
他
、
「
称
名
院
講
釈
の
時
の
説
也
」

と
い
っ
た
文
言
も
散
見
す
る
。
称
名
院
（
公
条
）
が
物
故
し
た
の
は
八
年
前
。
ど
う
や
ら
「
聞
書
注
」
の
基
本
と

な
っ
た
の
は
、
称
名
院
最
晩
年
の
講
釈
聞
書
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

　
一
方
、
付
箋
・
頭
注
・
行
間
注
に
は
「
三
亜
説
」
「
三
説
」
「
三
大
」
と
い
っ
た
出
典
名
が
目
立
ち
、
そ
の
な

か
に
「
三
大
実
澄
ノ
説
也
云
々
」
（
桐
壺
）
の
文
言
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
公
条
息
だ
っ
た
権
大
納
言
実
澄
の
も
の

で
、
「
帚
木
巻
七
度
ニ
三
亜
」
（
帚
木
付
箋
）
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
追
加
注
と
し
て
実
澄
講
釈
の
結
果
も
加
え

て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
実
澄
は
元
亀
三
年
（1572

）
に
権
大
納
言
を
辞
任
、
天
正
三
年
（1574

）
に
還
任
し

た
も
の
の
、
以
後
は
実
枝
と
諱
を
替
え
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
実
澄
講
釈
は
元
亀
三
年
以
前
の
も
の
と
判
断
で

き
よ
う
。
以
上
が
覚
勝
院
抄
全
般
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
一
方
、
穂
久
邇
文
庫
本
な
ど
初
期
稿
本
系
と
さ
れ
て
き
た
諸
本
に
は
、
同
系
統
独
自
の
書
き
入
れ
注
と
し
て
加

わ
っ
た
青
墨
等
に
よ
る
「
三
大
」
注
が
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
実
枝
の
法
号
「
三
光
院
説
」
の
文
言
が
見
ら
れ
る
た

め
、
実
枝
が
没
し
た
天
正
七
年
（1579

）
以
降
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
該
書
は
初
期
稿
本
系
で
は
な
い
。
流
布
本
系
の
複
雑
な
書
き
入
れ
も
含
め
て
、
丁
寧
に
転
写
さ
れ
た
清
書
本
で

あ
る
。
だ
が
同
時
に
、
該
書
独
自
の
追
記
と
し
て
色
墨
（
黄
・
緑
・
青
）
や
墨
筆
を
用
い
て
、
こ
れ
ま
た
丁
寧
に

訂
正
加
筆
し
た
部
分
が
あ
る
た
め
、
後
期
増
補
本
類
に
属
す
る
。
こ
の
該
書
独
自
の
追
記
部
分
に
は
「
岷
江
」
「
孟

津
」
と
い
っ
た
典
拠
名
が
見
ら
れ
る
た
め
、
慶
長
三
年
（1598

）
以
降
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。 

　
か
か
る
該
書
に
は
二
五
冊
の
各
冊
冒
頭
に
三
条
西
家
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
同
家
で
作
成
さ
れ
た
も

の
な
の
か
詳
細
は
不
明
。
本
文
料
紙
は
楮
斐
漉
き
混
ぜ
で
、
そ
の
大
半
が
生
漉
き
の
紙
と
み
ら
れ
る
。 

（
上
野
）               

＊
参
考
文
献 

野
村
精
一
・
上
野
英
子
［1991

］
『
源
氏
物
語
聞
書
　
覚
勝
院
抄
　
別
冊
』
汲
古
書
院 
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上
野
英
子
［2012

］
「
『
源
氏
物
語
聞
書
覚
勝
院
抄
』
雑
攷―

周
辺
人
物
・
書
本
・
成
立
経
緯
を
め
ぐ
っ
て
」
（
豊

島
秀
範
編 

文
科
省
科
学
研
究
費
一
般
研
究
（
ｃ
）
成
果
報
告
書
『
源
氏
物
語
の
デ
ー
タ
化
と
新
提
言
Ⅱ
』
所
収
） 

同
［2014

］
「
『
覚
勝
院
抄
』
に
み
る
三
条
西
実
澄
の
源
氏
学―

「
三
亜
説
」
の
分
析
を
中
心
に
」
（
日
向
　
　

一
雅
編
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
世
界
』
青
簡
舎
） 

同
［2014

］
「
『
源
氏
物
語
聞
書
〈
覚
勝
院
抄
〉
』
に
お
け
る
〈
三
説
〉
を
め
ぐ
る
考
察
」
（
実
践
女
子
大
　
　

学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』33

） 

＃￼

　
九
条
家
本
源
氏
物
語
聞
書 

11
常
磐
松
文
庫
所
蔵
（913.36/41A

）
。
九
条
家
旧
蔵
。
袋
綴
。
５
冊
。
〔
元
和
以
降
の
書
写
か
〕
。
縦
約
２

８
・
０
×横
約
２
１
・
２
糎
。
字
高
２
１
・
４
糎
。
表
表
紙
は
無
地
縹
色
、
裏
表
紙
は
無
地
香
色
の
紙
表
紙
。
外
題

な
し
（
帙
題
簽
参
照
）
。
内
題
な
し
。
雁
皮
主
体
楮
混
じ
り
。
一
面
行
数
１
１
行
。
全
文
同
筆
。
印
記
「
九
条
」

（
各
冊
冒
頭
）
、
「
月
明
荘
」
（
各
冊
末
尾
）
。
緞
子
貼
帙
入
り
（
帙
題
簽
「
九
条
家
本
／
源
氏
物
語
聞
書
〔
中

院
通
勝
講
／
慶
長
元
和
頃
写
〕
五
冊
」
）
。 

▼
天
下
の
孤
本
で
あ
る
。
奥
書
・
識
語
の
類
い
こ
そ
無
い
が
、
成
立
経
緯
を
示
唆
す
る
と
み
ら
れ
る
年
次
記
載
が

「
慶
長
九
閏
八
月
二
日
於
水
無
瀬
殿
　
素
然
」
（
末
摘
花
巻
）
「
慶
長
十
三
年
二
月
廿
三
　
於
水
無
瀬
殿
　
中
院

殿
也
足
軒
講
釈
此
巻
よ
り
読
は
し
め
給
ふ‥

」
（
初
音
巻
）
「
慶
長
十
三
年
四
月
十
九
日
に
御
講
釈
終‥

」
（
夢

浮
橋
）
等
と
散
見
で
き
る
こ
と
か
ら
、
筆
録
者
は
、
中
院
通
勝
が
慶
長
三
年
に
『
岷
江
入
楚
』
を
完
成
し
た
後
、

彼
の
講
筵
に
列
座
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。 

　
ま
た
聞
書
の
な
か
に
、
後
陽
成
天
皇
を
「
院
様
」
と
呼
ん
で
い
る
箇
所
が
あ
る
。
御
譲
位
は
慶
長
一
六
年

（1611

）
、
通
勝
は
そ
れ
以
前
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
院
様
」
の
呼
称
は
筆
録
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

通
勝
講
釈
の
聞
書
が
元
和
以
降
に
ま
と
め
ら
れ
た
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

　
更
に
多
く
の
巻
の
巻
末
に
、
「
追
」
と
題
し
た
追
加
注
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
『
林
逸
抄
』
か
ら
の
引
用
が
目
立

ち
、
他
に
『
一
葉
抄
』
『
休
聞
抄
』
『
尋
流
抄
』
か
ら
の
引
用
も
あ
る
。
筆
録
者
は
三
条
西
家
源
氏
学
だ
け
に
収

ま
ら
な
い
、
こ
う
し
た
地
下
の
連
歌
師
ら
の
説
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
紹
巴
に
対
し
て
待
遇
表

現
を
用
い
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
身
内
だ
っ
た
か
ら
な
の
か
、
筆
録
者
の
方
が
上
位
だ
っ
た
か
ら
な
の
か
。
と
も
あ

れ
、
追
加
注
部
分
は
筆
跡
・
料
紙
と
も
に
本
行
部
分
と
変
わ
ら
な
い
た
め
、
筆
録
者
は
当
初
か
ら
こ
の
部
分
も
加

え
て
、
清
書
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

　
紙
質
は
雁
皮
主
体
だ
が
、
漉
き
返
し
で
、
紙
量
不
足
の
為
か
紙
質
が
薄
く
、
か
つ
幾
つ
か
の
繊
維
束
が
叩
解
し

切
れ
ず
細
い
筋
に
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
打
紙
加
工
は
施
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
米
粉
の
存
在
は
確
認
で
き

た
。 

　
該
書
に
は
５
冊
に
分
冊
さ
れ
た
各
冒
頭
に
「
九
条
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
聞
書
が
摂
家
（
九
条

家
）
で
作
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
献
本
さ
れ
た
も
の
も
の
な
の
か
は
不
明
。
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
） 

＊
参
考
文
献 

徳
岡
涼
［2001

］
「
常
磐
松
文
庫
蔵
『
九
条
家
本
源
氏
物
語
聞
書
』
解
題
」
（
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』20

） 

野
村
誠
一
・
渡
辺
道
子
・
徳
岡
涼
［2003

～8

］
「
常
磐
松
文
庫
蔵
『
九
条
家
本
源
氏
物
語
聞
書
』
解
題
拾
遺
（
一
）

～
（
五
）
」
（
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
第22

～27

） 
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第
三
章
　
『
源
氏
物
語
』
の
和
歌 

＃￼
　
〔
源
氏
物
語
カ
ル
タ
〕 

12
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
（642

）
。
全108

枚
。
〔
近
世
中
期
写
か
〕
。
縦
約
８
・
４
×横
約
５
・
５
糎
。
三
椏
主
体

楮
混
じ
り
の
漉
き
返
し
に
米
粉
を
入
れ
た
料
紙
。
こ
れ
に
銀
箔
で
裏
打
ち
し
た
も
の
。
散
ら
し
書
き
。
漆
塗
り
木

箱
入
り
。 

▼
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
和
歌
等54

首
を
そ
れ
ぞ
れ
上
下2

枚
の
札
に
分
け
て
記
し
た
も
の
。
上
の
句
を
記
し
た

札
に
は
巻
名
と
極
彩
色
の
絵
も
記
さ
れ
、
下
の
句
を
記
し
た
札
に
は
金
泥
墨
流
し
模
様
が
付
さ
れ
て
い
る
。
同
一

の
絵
師
に
よ
っ
て
絵
が
記
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
一
の
写
し
手
に
よ
っ
て
和
歌
が
加
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。                                                                        

該
書
の
カ
ル
タ
に
採
用
さ
れ
た
和
歌54
首
中
、
藤
裏
葉
と
若
菜
下
の2

首
は
物
語
本
文
中
の
引
歌
に
拠
り
、
残
る

52

首
は
巻
名
由
来
歌
に
拠
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
巻
名
の
由
来
歌
の
特
定
に
は
揺
れ
が
あ
り
、
由
来
歌
が
固
定

化
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
『
孟
津
抄
』
『
絵
入
源
氏
物
語
』
を
経
て
『
湖
月
抄
』
に
至
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
　

だ
が
本
カ
ル
タ
で
採
用
さ
れ
た
由
来
歌
は
、
そ
う
し
た
古
注
釈
系
に
拠
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
『
百
人

一
首
』
の
上
段
や
巻
末
付
録
、
あ
る
い
は
各
種
女
子
用
往
来
物
な
ど
に
「
源
氏
香
図
引
歌
」
「
源
氏
五
十
四
帖
引

歌
香
図
」
な
ど
と
称
し
て
掲
載
さ
れ
た
由
来
歌
と
の
一
致
率
の
方
が
高
い
。
本
文
は
青
表
紙
系
、
就
中
三
条
西
家

本
に
近
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、1

文
字
程
度
の
誤
写
や
独
自
異
文
も
目
立
つ
。
一
方
カ
ル
タ
に
描
か
れ
た
絵
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
伊
井
春
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
源
氏
物
語
の
絵
画
化
は
場
面
の
象
徴
化
が
進
み
、
つ
い
に
は
記
号
化
ま

で
行
き
着
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
観
点
で
云
え
ば
、
本
カ
ル
タ
の
絵
は
場
面
絵
を
描
い
た
巻
の
な
か
に
、
一

部
そ
の
巻
を
象
徴
す
る
よ
う
な
事
物
を
描
い
た
巻
も
加
わ
っ
て
い
る
。
場
面
絵
か
ら
事
物
絵
へ
の
過
渡
期
に
作
成

さ
れ
た
カ
ル
タ
の
よ
う
で
あ
る
。 

＊
参
考
文
献 

伊
井
春
樹
［2008

］
「
源
氏
物
語
絵
詞―

場
面
の
象
徴
化
」
（
學
燈
社
『
国
文
学 

特
集 
絵
で
読
む
源
氏
物
語
』
１

月
号
） 

上
野
英
子
［2008

］
「
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
『
源
氏
カ
ル
タ
』
に
つ
い
て―

源
氏
物
語
に
お
け
る
〈
一
帖
一
首
一

図
〉
資
料
と
の
関
係
を
中
心
に
」
（
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』27

） 

清
水
婦
久
子
［2014

］
「
源
氏
物
語
の
巻
名
の
由
来
（
『
源
氏
物
語
の
巻
名
と
和
歌
』
和
泉
書
院
） 

＃￼
  

〔
源
氏
物
語
和
歌
集
切
〕
　
伝
二
条
為
氏
筆
（
横
小
本
切
）
一
葉 

13
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
。
ま
く
り
一
葉
。
〔
鎌
倉
時
代
初
期
〜
中
期
頃
〕
写
。
伝
二
条
為
氏
筆
（
極
札
に
よ
る
。
な

お
後
述
）
。
縦
９
・
９
×横
１
５
・
１
糎
。
紙
の
継
目
は
な
い
の
で
横
長
の
横
小
本
切
。
字
高
は
最
大
８
・
３
糎
程
。 

楮
紙
打
紙
（
な
お
後
述
）
。
一
面
１
５
行
。
和
歌
一
首
３
行
書
（
改
行
と
句
切
れ
は
対
応
し
な
い
）
。
初
代
畠
山

牛
庵
極
札
「
〈
な
と
て
か
く
〉
二
条
家
為
氏
卿
（
仙
室
）
」
。
裏
面
は
確
認
で
き
ず
。 

▼
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
　
第
五
集
』
に
「
一
四
　
後
京
極
良
経
　
小
巻
物
切
（
源
氏
集
）
」
と
し
て
所
収
。

真
木
柱
巻
の
和
歌
５
首
を
物
語
に
登
場
す
る
順
番
で
書
写
す
る
。
作
者
名
や
詞
書
は
な
い
。
『
古
筆
学
大
成
（
二

三
巻
）
』
が
「
後
京
極
良
経
　
源
氏
物
語
和
歌
切
（
一
）
」
と
分
類
す
る
２
葉
の
ツ
レ
。
ま
た
『
古
筆
切
集
　
浄

照
坊
蔵
』
に
も
一
葉
、
前
掲
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書84

『
古
筆
切
・
拾
遺
』
に
も

ツ
レ
が
一
葉
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
上
４
葉
を
含
め
た
計
５
葉
が
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
あ
る
。 
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横
法
量
の
最
長
は
時
雨
亭
文
庫
蔵
切
の
１
７
・
８
糎
。
横
長
の
小
さ
な
写
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
展
示
品

に
は
巻
皺
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
も
と
巻
子
本
と
み
る
見
解
が
あ
る
が
、
時
雨
亭
文
庫
蔵
断
簡
に
は
書
影
を
み
る

か
ぎ
り
見
出
せ
な
い
。
横
長
の
冊
子
本
だ
っ
た
可
能
性
も
残
る
。
明
石
、
玉
鬘
、
藤
袴
、
真
木
柱
、
梅
枝
の
各
巻

が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
て
の
巻
の
和
歌
が
も
と
は
書
き
出
さ
れ
て
い
た
か
。 

 

『
大
成
』
解
説
に
よ
る
と
、
図371

は
二
代
牛
庵
に
よ
っ
て
冷
泉
為
相
と
鑑
定
さ
れ
、
図372

は
了
任
編
『
布
留

鏡
』
に
後
京
極
良
経
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
浄
照
坊
蔵
切
は
（
鑑
定
者
は
わ
か
ら
な
い
が
）
藤
原
有
家
と

さ
れ
て
い
る
。
時
雨
亭
文
庫
蔵
切
に
つ
い
て
は
不
明
。
そ
し
て
展
示
品
は
初
代
牛
庵
が
二
条
為
氏
と
極
め
る
。
い

ま
の
と
こ
ろ
鑑
定
者
に
よ
っ
て
伝
称
筆
者
は
す
べ
て
異
な
る
（
稀
な
ケ
ー
ス
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
。 

　
下
絵
の
素
材
に
つ
い
て
、
各
解
説
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
「
丁
子
の
染
料
で
、
水
辺
の
葦
叢
、
文
字
石
様

な
ど
を
書
き
添
え
て
い
る
」
、
「
薄
墨
」
、
「
緑
青
で
あ
ろ
う
か
」
、
「
銀
泥
」
、
と
同
じ
見
解
が
な
い
。
展
示

品
の
下
絵
は
、
Ｘ
線
金
属
成
分
分
析
器
（H

ITACH
I

社
・X-M

ET8000 O
ptim

um

） 

を
用
い
て
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
銀
を
示
す Ag 

は
全
く
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
銀
泥
が
酸
化
し
て
黒
く
見
え
て
い
る
の
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
本
調
査
に
は
日
比
谷
孟
俊
氏
〈
本
学
文
芸
資
料
研
究
所
客
員
研
究
員
〉
の
助
力
を
得

た
）
。→

【
展
示
パ
ネ
ル
参
照
】
　
ま
だ
調
査
は
終
え
て
い
な
い
が
展
示
品
の
下
絵
は
薄
墨
と
目
さ
れ
る
。
巻
や

丁
に
よ
っ
て
下
絵
の
顔
料
を
変
え
て
い
た
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

『
古
筆
切
集
　
浄
照
坊
蔵
』
（
和
泉
書
院
、1988

） 

『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書84

　
古
筆
切
　
拾
遺
』
（
朝
日
新
聞
社
、2009
） 

田
中
登
編
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
　
第
五
集
』
（
思
文
閣
出
版
、2010
） 

FU
N
AM

I Kazuya

［2024

］
，“W

hat Points Should W
e Focus on in Future Research on Kohitsu-

tekagam
i and Kohitsu-gire?

：Tow
ards Publication through Annotation and Tagging using TEI”

，The 
Tekagam

ijō Project Tekagam
ijō W

orkshop : Recent Research and Publication Plans

，Yale U
niversity 

&
online 

第
四
章
　
紫
式
部
の
和
歌 

＃￼

　
紫
式
部
集 

14
常
盤
松
文
庫
蔵
（67354

）
。
著
作ID

：510827

。
列
帖
装
。
一
帖
。1556

年
写
（
※
書
写
奥
書
に
「
天
文

二
十
五
年
」
と
あ
る
が
天
文
は
二
十
四
年
に
改
元
）
。
伝
称
筆
者
「
三
条
公
頼
」
（
極
札
に
よ
る
、
な
お
後
述
）
。

縦
１
７
・
０
×横
１
５
・
３
糎
。
字
高
、
和
歌
１
３
・
５
糎
内
外
（
一
首
二
行
書
き
で
二
行
目
は
半
字
下
げ
）
、
詞

書
は
和
歌
よ
り
１
・
２
糎
ほ
ど
下
か
ら
書
く
。
改
装
茶
地
一
重
牡
丹
唐
草
金
襴
表
紙
。
見
返
し
は
金
箔
押
。
外
題

左
肩
後
補
題
簽
に
墨
書
「
む
ら
さ
き
式
部
集
」
（
本
文
別
筆
）
。
内
題
な
し
。
料
紙
は
横
井
［2023

］
に
よ
る
と

斐
楮
混
漉
紙
。
一
面
十
行
書
、
和
歌
一
首
二
行
書
（
二
行
目
は
半
字
下
げ
）
。
（
本
奥
書
）
「
〈
本
云
〉
以
京
極

黄
門
〈
定
家
卿
〉
筆
跡
本
不
違
／
一
字
至
行
賦
字
賦
雙
紙
勢
分
／
如
本
令
書
写
之
于
時
延
徳
二
年
／
十
一
月
十
日

記
之
　
／
癲
老
比
丘 

判
」
、
（
書
写
奥
書
）
「
天
文
廿
五
年
夾
鐘
上
澣
書
写
之
」
。
前
遊
紙
ウ
ラ
に
「
実
践
女
子

大
学
図
書
館
蔵
」
、
書
写
奥
書
の
右
下
に
「
常
盤
松
文
庫
印
／
六
七
三
五
四
」
。
近
代
製
の
桐
函
あ
り
。
極
札
包

紙
ウ
ハ
書
「
轉
法
輪
三
条
殿
公
頼
公
／
紫
式
部
集
極
外
題
」
、
極
札
「
轉
法
輪
三
条
殿
公
頼
公
　
紫
式
部
集
（
牛

庵
）
」
（
三
代
畠
山
牛
庵
極
）
。
他
に
三
条
公
頼
の
略
歴
を
記
し
た
近
代
製
の
加
飾
紙
あ
り
。 
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▼
『
新
編
私
家
集
大
成
』
ほ
か
、
『
紫
式
部
集
』
を
翻
刻
す
る
際
に
底
本
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
著
名

な
一
帖
。
影
印
と
し
て
『
紫
式
部
集
大
成 : 

実
践
女
子
大
学
本
・
瑞
光
寺
本
・
陽
明
文
庫
本
』
（
笠
間
書
院
、

2008
）
が
あ
る
。
本
奥
書
に
よ
る
と
、
親
本
は
、
延
徳
二
年
（1490

）
に
、
「
癲
老
比
丘
」
（
未
詳
）
が
、
定

家
筆
本
を
文
字
・
行
数
・
改
丁
な
ど
ま
で
違
え
ず
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
天
文
二
十
五
年
に
何
某
が
転

写
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
が
、
天
文
は
二
十
四
年
に
改
元
、
伝
称
筆
者
で
あ
る
三
条
公
頼
は
天
文
二
十
年
に
す
で

に
没
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
書
写
奥
書
自
体
を
不
審
と
す
る
向
き
も
あ
る
。 

　
本
書
の
筆
跡
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
詠
十
五
首
和
歌
』
（
丙A

・1-11

・82

、46

）
の
書
写
奥
書
「
永

禄
四
年
仲
秋
上
澣
　
長
珊
（
花
押
）
」
や
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
新
古
今
和
歌
集
抄
出
聞
書
』
（
丙A

・1-
11

・82

、37

）
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫
蔵
『
伊
勢
物
語
』
一
帖
（
皇,W

913.32,I

、
来

田
家
旧
蔵
本
）
と
同
筆
と
目
さ
れ
る
。
よ
っ
て
本
書
は
、
伴
鴎
斎
・
猪
苗
代
長
珊
（
生
没
年
未
詳
・
室
町
時
代
後

期
）
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
一
帖
か
。
長
珊
は
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
長
珊
聞
書
』
の
製
作
に
も
関
わ
っ
た

人
物
と
し
て
著
名
。
本
書
と
の
関
連
や
陽
明
文
庫
蔵
『
長
珊
聞
書
』
の
筆
跡
（
本
書
と
は
異
筆
と
思
わ
れ
る
）
な

ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
ま
た
本
書
の
親
本
は
定
家
本
を
忠
実
に
写
し
た
と
い
う
が
（
こ
こ
に

い
う
定
家
本
な
る
も
の
の
素
性
が
そ
も
そ
も
不
明
で
あ
り
、
数
葉
現
存
す
る
伝
定
家
筆
紫
式
部
集
切
を
定
家
筆
と

み
て
よ
い
か
も
検
討
の
余
地
あ
り
）
、
本
書
の
書
写
態
度
に
つ
い
て
は
不
明
。
長
珊
は
『
実
隆
公
記
』
に
た
び
た

び
登
場
し
、
実
隆
か
ら
典
籍
の
書
写
を
依
頼
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
本
書
と
実
隆
と
の
関
係
（
『
実
隆
公
記
』

に
記
さ
れ
て
い
る
「
紫
式
部
集
」
と
の
関
係
）
や
、
陽
明
文
庫
本
と
違
い
が
あ
る
理
由
な
ど
考
究
す
べ
き
点
は
残

さ
れ
て
い
る
。
な
お
所
々
に
濁
点
を
示
す
二
つ
の
圏
点
を
施
す
。
本
文
同
筆
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

三
谷
邦
明
［1971

］
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
　
む
ら
さ
き
式
部
集
」
『
源
氏
物
語
と
そ
の
周
辺
　
古
代
文
学

論
叢
２
輯
』
武
蔵
野
書
院 

野
村
精
一
［2001

］
「
作
家
・
作
品
・
作
者
　－

む
ら
さ
き
式
部
の
ば
あ
い－

」
『
源
氏
物
語
研
究
集
成
』
第
十

五
巻
、
風
間
書
房 

横
井
孝
［2007

］
「
実
践
女
子
大
学
本
『
紫
式
部
集
』
奥
書
考
」
『
国
語
と
国
文
学
』84-1 

同
［2023

］
「
紫
式
部
集
の
紙
」
『
紫
式
部
集
の
世
界
』
勉
誠
出
版 

舟
見
一
哉
［2023

］
「
実
践
女
子
大
学
蔵
『
紫
式
部
集
』
は
長
珊
筆
か
」
『
紫
式
部
集
の
世
界
』
勉
誠
出
版 

第
五
章
　
和
歌
の
規
範
　̶

勅
撰
和
歌
集̶
 

＃￼

　
古
今
和
歌
集
　
伝
一
条
冬
良
筆 

15
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
（226

）
。
著
作ID

：2664

。
列
帖
装
。
二
帖
。
〔
室
町
時
代
後
期
〕
写
。
伝
一
条
冬
良
筆

（
折
紙
に
よ
る
）
。
縦
２
２
・
０
×横
１
５
・
５
糎
。
字
高
、
仮
名
序
２
２
・
０
糎
、
和
歌
１
９
・
８
糎
内
外
（
詞

書
は
和
歌
よ
り
１
・
５
糎
ほ
ど
下
に
、
作
者
名
は
和
歌
よ
り
１
０
・
０
糎
ほ
ど
下
に
書
く
）
。
原
装
二
重
蔓
牡
丹

唐
草
金
襴
表
紙
。
見
返
し
は
金
銀
泥
雲
霞
草
木
描
。
外
題
は
左
肩
貼
題
簽
（
加
飾
）
に
墨
書
「
古
今
和
歌
集
　

上
」
「
古
今
和
歌
集
　
下
」
。
内
題
は
「
古
今
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）
」
。
楮
紙
打
紙
（
垂
直
方
向
に
簀
目

が
強
く
見
え
る
）
。
仮
名
序
は
九
行
書
、
真
名
名
序
は
八
行
書
、
巻
第
一
以
降
は
一
〇
行
書
、
和
歌
一
首
一
行

書
。
（
本
奥
書
）
「
此
集
家
々
所
称
雖
説
々
多
且
任
師
説
又
／
加
了
見
為
備
後
学
之
証
本
不
顧
／
老
眼
之
不
堪
手

自
書
之
／
近
代
僻
案
好
士
以
書
生
之
失
錯
称
有
識
／
秘
事
可
謂
道
之
魔
姓
不
可
用
之
但
如
此
／
用
捨
只
可
随
其
身
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所
好
不
可
存
自
他
／
之
差
別
志
同
者
可
随
之
／
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
〈
癸
／
亥
〉
　
戸
部
尚
書
藤
〈
判
／
〉
」

「
同
廿
八
日
令
読
合
訖
書
入
落
字
畢
／
傳
于
嫡
孫
可
為
将
来
之
証
本
」
。
書
写
奥
書
な
し
。
二
重
箱
。
桐
製
外
箱

ウ
ハ
書
「
古
今
和
歌
集
　
全
部
　
二
冊
」
「
一
條
関
白
冬
良
公
筆
」
「
近
衛
相
国
近
衛
稙
家
公
外
題
」
「
折
紙
　

古
筆
了
伴
」
、
右
上
部
に
旧
蔵
者
の
ラ
ベ
ル
な
ど
の
痕
あ
り
。
漆
塗
内
箱
金
泥
ウ
ハ
書
「
古
今
和
謌
集
　
　
全

部
」
「
一
條
関
白
冬
良
公
真
筆
」
「
外
題
　
近
衛
相
國
近
衛
稙
家
公
毫
」
。
折
紙
包
紙
ウ
ハ
書
「
一
条
殿
冬
良
公
　

古
今
和
歌
集
　
折
紙
」
、
折
紙
本
文
「
古
今
和
歌
集
〈
上
下
二
冊
〉
／
外
題
　
近
衛
関
白
稙
家
公
／
　
　
一
条
関

白
冬
良
公
芳
翰
／
無
疑
者
也
／
　
〈
文
政
十
二
年
〉
初
冬
上
旬
　
古
筆
了
伴
（
琴
山
）
」
。 

▼
一
条
冬
良
（1464

〜1514
）
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
古
今
集
』
の
完
本
二
帖
。
書
写
奥
書
は
な
い
。
下
帖
末

尾
遊
紙
ウ
の
左
下
に
文
字
を
消
し
た
痕
が
あ
る
。
所
持
者
名
が
書
い
て
あ
っ
た
か
。
本
書
の
筆
跡
は
、
冬
良
の
書

写
奥
書
を
有
す
る
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
連
珠
合
璧
集
』
［W

A16-23

］
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
似
通
う
部
分
は

あ
る
が
冬
良
真
筆
と
断
ず
る
に
は
及
ば
な
い
。
貞
応
二
年
定
家
本
の
本
奥
書
が
あ
り
、
仮
名
序
に
「
あ
さ
か
や

ま
」
歌
の
書
き
入
れ
が
無
い
点
や
、18

番
・19
番
と
い
う
排
列
に
な
っ
て
い
る
点
な
ど
、
貞
応
二
年
定
家
本
の
特

徴
を
有
す
る
。
本
文
同
筆
に
よ
る
勘
物
も
貞
応
二
年
定
家
本
の
も
の
で
あ
る
。
声
点
は
な
い
。
仮
名
序
・
本
文
・

墨
滅
歌
・
真
名
序
の
順
番
で
書
写
す
る
。
な
お
、
他
本
の
本
文
を
注
記
す
る
箇
所
が
一
部
に
あ
る
（
秋
下
・278

番
歌
第
五
句
「
花
か
と
ぞ
見
る
」
に
対
し
て
、
本
文
同
筆
で
「
と
こ
そ
こ
み
れ
」
な
ど
）
。 

＊
参
考
文
献 

武
井
和
人
［2007

］
「
室
町
後
期
自
筆
本
攷
（
一
）
　
国
会
図
書
館
蔵
兼
良
冬
良
筆
『
連
珠
合
璧
集
』
」
『
研
究

と
資
料
』58 

＃￼

　
八
代
集 

16
山
岸
文
庫
蔵
（A81

）
。
著
作ID

：51581

。
列
帖
装
。
各
一
帖
、
計
八
帖
。
〔
江
戸
時
代
中
期
頃
〕
写
。
全
帖

一
筆
。
『
古
今
集
』
は
縦
１
７
・
１
×横
１
１
・
６
糎
、
他
も
こ
れ
に
準
じ
る
。
『
古
今
集
』
の
字
高
は
、
和
歌
一

首
１
４
・
５
糎
ほ
ど
、
他
も
こ
れ
に
準
じ
る
。
原
装
海
松
色
金
泥
雲
霞
草
木
絵
表
紙
。
見
返
し
は
金
切
箔
散
。
外

題
は
中
央
原
題
簽
（
代
赭
色
）
に
墨
書
「
古
今
和
歌
集
」
「
後
撰
和
歌
集
」
「
拾
遺
和
歌
集
」
「
後
拾
遺
和
歌
抄
」

「
金
葉
和
歌
集
」
「
詞
花
和
歌
集
」
「
千
載
和
歌
集
」
「
新
古
今
和
歌
集
」
。
す
べ
て
本
文
同
筆
。
内
題
も
同
。

鳥
の
子
紙
。
『
古
今
集
』
の
一
面
行
数
１
０
行
、
和
歌
一
首
一
行
書
、
他
も
こ
れ
に
準
じ
る
。
奥
書
・
識
語
（
後

述
）
。
印
記
「
英
　
王
堂
蔵
書
」
（
朱
陽
長
方
印
）
を
捺
し
た
紙
片
を
前
遊
紙
第
一
丁
に
貼
付
、
「
山
岸
文
庫
」

（
朱
陽
長
方
双
辺
）
。 

▼
印
記
か
ら
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
旧
蔵
本
と
推
定
さ
れ
る
（
印
を
押
す
紙
片
を
貼
り
付
け
て
い
る

点
に
や
や
疑
念
も
残
る
）
。
ま
た
、
『
古
今
集
』
末
尾
に
添
付
さ
れ
た
山
岸
徳
平
筆
一
紙
に
「
上
田
萬
年
先
生
蔵

本
」
と
あ
る
。
同
紙
の
記
述
か
ら
昭
和
一
三
年
に
は
山
岸
の
所
蔵
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年
、
山
岸
は
「
伊

達
家
本
古
今
和
歌
集
解
説
」
を
書
い
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
当
該
本
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
久
曽
神

［1961

］
が149

頁
で
言
及
す
る
「
上
田
万
年
旧
蔵
八
代
集
本
」
は
当
該
本
を
指
す
と
目
さ
れ
る
。 

　
『
古
今
集
』
は
、
山
岸
が
注
意
し
て
い
る
通
り
、
伝
本
稀
な
定
家
嘉
禎
三
年
正
月
本
の
本
奥
書
と
、
次
丁
に
定

家
貞
応
元
年
九
月
本
の
本
奥
書
を
も
つ
。
伝
本
研
究
上
き
わ
め
て
重
要
な
写
本
で
あ
る
。 

　
『
後
撰
集
』
の
墨
筆
本
奥
書
は
、
定
家
天
福
二
年
本
、
融
覚
の
附
属
識
語
に
次
い
で
、
一
部
の
伝
本
が
も
つ
為

秀
奥
書
「
此
集
依
　
勅
命
以
相
伝
秘
本
〈
定
家
卿
／
筆
〉
具
令
校
合
訖
」
、
定
家
無
年
号
本
奥
書
「
或
先
達
云
此

集
作
者
名
等
頗
以
狼
藉…

…

」
が
続
く
。
同
様
の
奥
書
を
も
つ
伝
本
は
二
点
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
朱
筆
に
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て
校
合
さ
れ
た
本
の
奥
書
は
「
元
享
四
年
十
月
十
四
日
以
家
説
授
浄
弁
律
師
了
　
前
亜
将
〈
在
判
〉
」
と
い
う
為

世
本
の
も
の
。
伝
存
稀
れ
で
あ
る
。 

　
『
拾
遺
集
』
の
本
奥
書
は
、
定
家
天
福
元
年
本
（
二
条
家
本
）
、
徳
治
三
年
の
為
相
ヵ
奥
書
が
あ
り
、
丁
を
変

え
て
「
此
集
長
徳
比
大
納
言
公
任
卿
撰
之
云
々…

…

」
と
は
じ
ま
る
識
語
を
有
す
る
。
校
合
本
と
さ
れ
た
文
亀
四

年
三
月
五
日
素
珊
筆
本
の
書
写
奥
書
が
朱
筆
で
書
か
れ
て
も
い
る
。
こ
の
素
珊
筆
本
に
よ
る
朱
筆
書
き
入
れ
の
な

か
に
は
内
閣
文
庫
蔵
本
な
ど
に
も
あ
る
「
季
本
」
に
よ
る
注
記
（1120

番
歌
に
「
季
本
　
そ
わ
き
く
　
し
か
み
」

な
ど
）
や
詳
細
な
勘
物
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。 

　
『
後
拾
遺
集
』
は
「
御
朱
書
之
校
本
云
」
と
し
て
文
応
二
年
の
公
朝
奥
書
（
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
［510 

・ 
13

］
な
ど
に
同
じ
）
と
寛
正
二
年
の
奥
書
を
も
つ
。
反
御
子
左
派
の
な
か
で
流
布
し
て
い
た
系
統
か
。 

　
『
金
葉
集
』
は
、
承
安
五
年
に
俊
頼
自
筆
本
で
校
合
し
た
と
い
う
本
奥
書
と
、
頓
阿
の
本
奥
書
を
も
つ
。
同
様

の
伝
本
は
他
に
も
多
く
存
す
る
。
な
お
勘
物
は
な
い
。 

　
『
詞
花
集
』
と
『
千
載
集
』
に
は
奥
書
類
が
な
い
。 

　
『
新
古
今
集
』
は
、
成
立
に
関
わ
る
『
八
雲
御
抄
』
と
「
京
極
中
納
言
入
道
抄
」
の
一
節
を
引
い
た
後
、
「
壬

辰
歳
小
春
日
　
桃
叟
判
」
と
す
る
兼
良
本
の
本
奥
書
を
有
す
る
。
同
じ
奥
書
を
有
す
る
伝
本
が
あ
る
か
調
査
で
き

て
い
な
い
の
で
ご
教
示
を
願
う
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
中
本
と
い
う
小
ぶ
り
な
サ
イ
ズ
な
が
ら
、
伝
本
研
究
上
き
わ
め
て
重
要
な
奥
書
や
書
き
入
れ

を
有
す
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
山
岸
ら
の
勅
撰
集
研
究
史
を
辿
る
上
で
も
頗
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
全
体
の

公
開
と
考
察
は
別
稿
に
て
行
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

井
上
宗
雄
［1965

］
「
冷
泉
家
関
係
者
の
記
し
た
奥
書
を
持
つ
歌
書
類
に
つ
い
て
」
『
立
教
大
学
研
究
報
告
』18 

片
桐
洋
一
［1970

］
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
』
大
学
堂
書
店 

片
桐
洋
一
［1994

］
「
解
題
」
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
古
今
和
歌
集
』
朝
日
新
聞
社 

久
曽
神
昇
［1961

］
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
　
研
究
編
』
風
間
書
房 

小
松
茂
美
［1961

］
『
後
撰
和
歌
集
　
校
本
と
研
究
』
誠
信
書
房 

西
下
経
一
［1954

］
『
古
今
集
の
傳
本
の
研
究
』
明
治
書
院 

松
田
武
夫
［1944

］
『
勅
撰
和
歌
集
の
研
究
　
増
補
版
』
日
本
電
報
通
信
社 

舟
見
［2013

］
「
冷
泉
家
・
二
条
家
に
お
け
る
証
本
と
そ
の
利
用
法 ─

定
家
筆
『
古
今
和
歌
集
』
を
中
心
に─

 

」

『
富
裕
と
貧
困
（
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
）
』3

、
竹
林
舎 

舟
見
［2014

］
「
清
輔
本
・
定
家
本
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
復
元
試
論
」
『
和
歌
文
学
研
究
』108 

舟
見
［2015

］
「
清
輔
本
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
残
痕―

定
家
本
の
生
成
に
及
ぶ
」
『
和
歌
文
学
研
究
』110 

舟
見
［2016

］
「
新
出
・
再
出
現
の
『
古
今
集
』
三
点―

林
原
美
術
館
蔵 

保
元
二
年
清
輔
本
・
嘉
禎
三
年
八
月
定

家
本
」
『
武
蔵
野
文
学
』64 

舟
見
［2019

］
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註
」
奥
書
類
試
読
」
『
国
語
国
文
』88-1 

舟
見
［2021

］
「
清
輔
本
『
金
葉
和
歌
集
』
の
再
建
に
向
け
て
」
『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』40 

＃￼

・￼

　
伝
寂
蓮
筆
／
伝
清
輔
筆
　
後
撰
集
切
　
二
葉 

17

18

※
ツ
レ
の
二
葉
を
ま
と
め
て
解
説
す
る
。￼

は
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
、￼

は
個
人
蔵
。￼

の
書
誌
は
以
下
の
通

17

18

17

り
。
軸
装
一
幅
。
〔
平
安
時
代
末
期
〜
鎌
倉
時
代
初
期
〕
写
。
伝
寂
蓮
筆
（
極
札
に
よ
る
）
。
縦
２
２
・
６
×横
１

４
・
８
糎
。
字
高
、
和
歌
２
０
・
０
糎
、
詞
書
は
和
歌
よ
り
２
・
０
〜
２
・
５
糎
下
に
書
き
、
作
者
名
は
和
歌
よ

り
１
０
・
５
糎
ほ
ど
下
に
書
く
。
料
紙
は
楮
紙
打
紙
。
全
面
に
雲
母
を
薄
く
引
く
。
一
面
行
数
７
行
、
和
歌
一
首

２
行
書
。
極
札
包
紙
「
極
札
」
。
鑑
定
者
未
詳
極
札
「
寂
蓮
法
師
　
あ
き
く
ら
し
」
（
裏
面
「
公
嚴
」
と
墨
書
）
。 
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法
量
や
紙
質
は￼

も
同
じ
い
。￼

を
古
筆
了
仲
は
「
藤
原
清
輔
」
と
鑑
定
す
る
。 

18

18

▼￼
と￼

は
、
伝
称
筆
者
が
異
な
る
が
ツ
レ
で
あ
る
。
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
伝
寂
蓮
筆
　
後
撰
集
切
（
一
）
」

17

18

と
す
る
四
葉
の
ツ
レ
。
石
川
県
立
美
術
館
蔵
手
鑑
に
も
一
葉
ツ
レ
が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
古
筆
了
佐
の
「
清
輔
朝

臣
」
と
い
う
極
札
を
も
つ
。
「
伝
寂
蓮
筆
　
後
撰
集
切
（
一
）
」101

図
は
、
『
後
撰
和
歌
集
　
校
本
と
研
究
』

に
よ
る
と
根
津
美
術
館
蔵
手
鑑
『
染
雲
叢
』
所
収
の
一
葉
で
、
初
代
古
筆
勘
兵
衛
が
「
寂
蓮
法
師
」
と
鑑
定
し
た

極
札
が
あ
る
と
の
由
。
ま
た
図102

は
ま
く
り
で
裏
面
に
「
西
行
」
と
あ
る
ら
し
い
。
憶
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
勘

物
を
有
す
る
ゆ
え
に
、
推
定
書
写
年
代
を
勘
案
し
て
清
輔
を
伝
称
筆
者
と
す
る
場
合
も
あ
っ
た
か
。 

　
書
写
年
代
を
『
古
筆
学
大
成
』
で
は
平
安
時
代
末
期
と
し
、
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
は
鎌
倉
時
代
と
す
る
。
展
示

品
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
寂
蓮
様
の
仮
名
は
平
安
最
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
遺
品
を
見
出
せ
る
た
め
、
展
示
品
と
そ

の
ツ
レ
は
そ
の
頃
の
書
写
と
判
断
で
き
よ
う
か
。 

　
勘
物
は
顕
昭
『
袖
中
抄
』
や
、
『
五
代
勅
撰
』
所
収
の
『
後
撰
集
注
』
逸
文
と
類
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

清
輔
本
（
片
仮
名
本
や
承
安
三
年
本
な
ど
）
に
関
わ
る
資
料
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
文
と
あ
わ
せ
て
要
精

査
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

　
　
　
＊
参
考
文
献 

小
松
茂
美
［1961

］
『
後
撰
和
歌
集
　
校
本
と
研
究
』
誠
信
書
房 

杉
谷
寿
郎
［1971

］
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
笠
間
書
院 

別
府
節
子
［2005

］
「
平
安
の
仮
名
、
鎌
倉
の
仮
名
」
『
平
安
の
仮
名
　
鎌
倉
の
仮
名
』
出
光
美
術
館 

舟
見
一
哉
［2006

］
「
清
輔
本
後
撰
集
証
本
の
性
格 ―

承
安
三
年
書
写
本
再
考―

」
『
國
語
國
文
』75-10 

  ＃￼
  

藤
原
定
家
筆 

紹
巴
切
（
後
撰
和
歌
集
）
一
葉 

19
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
（707

）
。
軸
装
一
幅
。
〔
鎌
倉
時
代
前
期
〕
写
。
藤
原
定
家
筆
。
縦
２
２
・
１
×横
１
４
・

１
糎
、
字
⾼
、
和
歌
本
⽂
は
２
１
・
２
糎
内
外
、
詞
書
は
和
歌
か
ら
２
・
５
糎
ほ
ど
下
に
書
く
（
詞
書
の
最
⼤
字

高
１
８
・
６
糎
）
、
作
者
は
和
歌
か
ら
９
・
０
糎
ほ
ど
下
に
書
く
。
料
紙
は
楮
紙
打
紙
（
後
述
）
。
一
面
行
数
１

０
⾏
、
和
歌
⼀
⾸
１
⾏
書
。
外
函
ウ
ハ
書
「
定
家
卿
紹
巴
切
」
、
蓋
裏
書
「
後
撰
集
巻
⼗
⼀
　
浪
華
法
眼
塊
堂
識
」

（
田
中
塊
堂
）
。
極
札
「
藤
原
定
家
卿
ち
は
や
ふ
る
」
（
裏
⽩
。
鑑
定
者
不
明
） 

▼
定
家
真
筆
の
『
後
撰
集
』
断
簡
と
し
て
古
来
よ
り
著
名
な
紹
巴
切
。
現
在
五
〇
葉
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

最
近
公
開
さ
れ
た
『
高
木
聖
鶴
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
図
冊
』
に
も
新
出
の
一
葉
が
あ
り
、
ま
た
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
蔵
手
鑑
『
藻
鏡
』
に
も
一
葉
が
見
出
せ
る
。
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
後
世
の
も
の
も
多
い
が
、
定
家
筆
紹
巴
切

は
紙
面
の
傷
み
や
破
損
が
目
立
つ
。
基
準
と
な
る
の
は
、
天
正
十
九
年
の
紹
巴
自
筆
添
状
を
伴
う
慶
應
義
塾
大
学

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
葉
（AW

-CEN
-000250-0000

）
で
あ
ろ
う
。 

　
展
示
品
は
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
一
・
七
八
一
詞
書
〜
七
八
三
歌
の
部
分
。
定
家
は
幾
度
も
『
後
撰
集
』
を

書
写
し
て
い
る
が
、
紹
巴
切
が
い
つ
書
写
さ
れ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
し
、
定
家
に
よ
る
本
文
校
訂

の
推
移
、
と
く
に
作
者
名
表
記
の
変
化
か
ら
、
嘉
禄
二
年
の
『
古
今
集
』
と
同
時
期
の
書
写
か
と
す
る
見
解
も
あ

る
（
片
桐
［2000

］
）
。
な
お
、
展
示
品
を
定
家
自
筆
の
天
福
二
年
本
と
比
較
す
る
と
、
本
文
は
一
致
す
る
が
丁

の
変
わ
り
目
は
異
な
る
。
ま
た
勘
物
も
異
な
る
。 

　
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
て
紹
巴
切
の
料
紙
を
観
察
す
る
と
、
黒
や
灰
色
が
か
っ
た
繊
維

が
混
在
し
て
お
り
、
墨
の
塊
り
ら
し
き
黒
い
点
も
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
脱
墨
し
き
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る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
紙
の
繊
維
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
紹
巴
切
は
、
い
ち
ど
書
写
に
利
用
し
た
紙
を
漉
き
返

し
た
、
平
た
く
言
え
ば
リ
サ
イ
ク
ル
紙
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。→

【
展
示
パ
ネ
ル
】
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

片
桐
洋
一
［2000

］
「
「
貞
文
」
「
文
屋
」
か
ら
「
定
文
」
「
文
室
」
へ
」
『
古
今
和
歌
集
以
後
』
笠
間
書
院 

第
六
章
　
勅
撰
和
歌
集
を
う
つ
す
陰
陽
師
、
寂
恵 

＃￼
  

寂
恵
お
よ
び
右
筆
　
拾
遺
和
歌
集
（
巻
第
一
〜
十 

零
本
）
　
　
◎
重
要
文
化
財 

20
山
岸
文
庫
蔵
。
列
帖
装
。
一
帖
。
〔
鎌
倉
時
代
中
〜
後
期
〕
写
。
寂
恵
（
お
よ
び
右
筆
）
筆
。
縦
２
３
・
４
×横
１

６
・
０
糎
（
上
部
に
化
粧
断
の
痕
跡
が
あ
る
）
。
字
高
、
寂
恵
筆
部
分
は
和
歌
１
８
・
０
糎
内
外
、
詞
書
は
和
歌

よ
り
１
・
８
〜
２
・
０
糎
下
に
書
き
、
作
者
名
は
和
歌
よ
り
８
・
５
〜
８
・
９
糎
下
に
書
く
。
右
筆
部
分
も
ほ
ぼ

同
じ
。
た
だ
し
一
文
字
の
大
き
さ
が
右
筆
部
分
の
ほ
う
が
若
干
大
き
い
。
改
装
紺
地
金
泥
文
描
、
見
返
し
は
金
箔

押
。
外
題
は
左
肩
後
補
題
簽
（
丹
色
地
に
金
銀
泥
加
飾
）
に
墨
書
「
拾
遺
集
」
。
内
題
「
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
」
。 

料
紙
は
楮
紙
打
紙
。
一
面
行
数
９
行
・
和
歌
一
首
２
行
書
。
上
帖
末
尾
に
「
こ
の
集
順
教
御
房
に
こ
ま
か
に
よ
み

き
か
せ
ま
い
ら
せ
候
ぬ
　
判
」
（
※
寂
恵
筆
） 

と
あ
り
、
次
丁
に
書
写
奥
書
が
あ
る
。
「
斯
集
雖
有
一
部
書
写
之

志
、
老
病
／
右
筆
不
合
期
之
間
、
上
帖
之
内
第
一
第
／
二
第
十
等
染
愚
筆
、
其 
外
所
用
他
／
筆
也
、
但
於
其
説
者

傅
受
之
分
無
／
所
残
所
奉
授
糟
屋
賢
郎
也
／
　
　
桑
門
寂
恵(

花
押)

」
箱
は
近
代
製
。
古
筆
了
栄
極
札
「
安
倍
寂
恵

法
師
　
拾
遺
集
　
（
琴
山
）
」
を
前
表
紙
見
返
し
に
添
付
。 

▼
寂
恵
筆
部
分
は
巻
一
・
二
・
一
〇
と
奥
書
。
そ
の
他
は
奥
書
に
あ
る
通
り
右
筆
の
書
写
。
寂
恵
筆
『
古
今
集
』

の
筆
跡
と
は
幾
分
異
な
り
、
こ
ち
ら
の
奥
書
に
は
「
老
病
」
云
々
と
あ
る
の
で
、
『
古
今
集
』
よ
り
も
後
の
書
写

本
と
推
定
さ
れ
る
。
『
古
今
集
』
に
あ
る
寂
恵
の
花
押
と
２
点
違
い
が
あ
る
点
は
疑
問
と
し
て
残
る
。
そ
の
他
、

書
誌
的
問
題
点
や
筆
跡
に
つ
い
て
は
舟
見
［2016

］
に
て
詳
述
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

　
近
時
、
小
川
［2024

］
に
よ
っ
て
、
寂
恵
本
『
古
今
集
』
（
上
帖
書
陵
部
・
下
帖
個
人
蔵
）
の
奥
に
あ
る
別
筆

伝
授
奥
書
「
古
今
一
部
順
教
御
房
に
／
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
／
ま
い
ら
せ
／
候
ぬ
／
（
花
押
）
」
が
阿
仏
尼
筆

に
よ
る
も
の
と
の
説
が
出
さ
れ
た
。
冷
泉
家
所
蔵
『
未
来
記
』
添
状
が
確
か
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
阿
仏
尼
と
も
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
詳
細
は
小
川
［2021

］
、
同

［2024

］
を
熟
読
さ
れ
た
い
。 

　
そ
う
す
る
と
、
こ
の
『
拾
遺
集
』
に
あ
る
、
寂
恵
に
よ
っ
て
転
写
さ
れ
た
伝
授
奥
書
「
こ
の
集
順
教
御
房
に
こ

ま
か
に
／
よ
み
き
か
せ
ま
い
ら
せ
候
ぬ
　
判
」
も
同
様
に
、
阿
仏
尼
に
よ
る
伝
授
奥
書
の
写
し
と
な
ろ
う
。
た
だ

し
、
本
書
に
は
寂
恵
本
『
古
今
集
』
に
あ
る
書
入
れ
注
記
が
一
切
な
い
。
先
ほ
ど
の
「
判
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
、

『
古
今
集
』
と
同
じ
花
押
を
も
つ
、
注
記
の
あ
る
寂
恵
筆
『
拾
遺
集
』
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
次
の

＃￼

解
説
も
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

21

＊
参
考
文
献 

山
岸
徳
平
［1974

］
「
解
題
」
『
復
刻
日
本
古
典
文
学
館
　
拾
遺
和
歌
集
　
寂
恵
本
』
日
本
古
典
文
学
刊
行
会 

阿
部
秋
生
・
前
田
裕
子
［1982

］
「
寂
恵
本
拾
遺
和
歌
集
上
一
冊
（
調
査
報
告1

）
」
『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料

研
究
所
年
報
』1 

井
上
宗
雄
［1987

］
『
中
世
歌
史
の
研
究
南
北
朝
期
改
訂
新
版
』
明
治
書
院 
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小
川
剛
生
［2021

］
「
謡
曲
「
六
浦
」
の
源
流 : 

称
名
寺
と
冷
泉
為
相
・
阿
仏
尼
」
『
金
沢
文
庫
研
究
』347 

小
川
剛
生
［2024

］
『
「
和
歌
所
」
の
鎌
倉
時
代
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス 

片
桐
洋
一
［1970

］
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
」
大
学
堂
書
店 

川
上
新
一
郎
［1999

］
『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』
汲
古
書
院 

同
［2003

］
「
寂
恵
の
古
今
集
研
究
に
つ
い
て
」
『
新
道
文
庫
論
集
」38 

北
野
克
［1964

］
「
山
岸
徳
平
博
士
蔵
寂
恵
本
拾
遺
集
上
帖
に
つ
い
て
」
『
拾
遺
集
北
野
本
』
別
冊
解
説
、
端
居

書
屋 

久
保
田
淳
［1958
］
「
順
教
房
寂
恵
に
つ
い
て
」
『
国
語
と
国
文
学
』35-11→

『
中
世
和
歌
史
の
研
究
」
明
治

書
院
、1993 

田
渕
句
美
子
［2009
］
「
人
物
叢
書
阿
仏
尼
』
吉
川
弘
文
館 

日
比
野
浩
信
［2009

］
「
十
三
代
集
の
古
筆
切
志
香
須
賀
文
庫
所
蔵
断
簡
の
紹
介
を
兼
ね
て
」
『
愛
知
淑
徳
大
学

国
語
国
文
』32 

福
田
秀
一
［1972

］
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
書
店 

舟
見
［2016

］
「
寂
恵
の
古
典
書
写
を
め
ぐ
っ
て―

筆
跡
と
本
文―

 

」
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』26 

＃￼

　
伝
寂
恵
筆 

拾
遺
集
切
　
一
葉 

21
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
。
古
筆
切
ま
く
り
一
葉
。
〔
鎌
倉
時
代
中
〜
後
期
〕
写
。
伝
寂
恵
筆
（
極
札
に
よ
る
）
。
縦

２
０
・
６
、
横
７
・
０
糎
。
字
高
は
和
歌
１
８
・
８
糎
、
詞
書
は
歌
頭
か
ら
１
・
８
糎
下
に
書
き
、
作
者
名
は
歌

頭
か
ら
７
・
２
糎
下
に
書
く
。
料
紙
は
楮
紙
打
紙
。
一
面
行
数
４
行
存
、
和
歌
一
首
２
行
書
。
極
札
オ
モ
テ
「
安

倍
寂
恵
　
け
ふ
氏
人
の
（
幽
硯
）
」
（
末
田
幽
硯
極
札
）
、
極
札
ウ
ラ
「
〔
　
　
〕
人
の
　
小
切
〈
甲
戌
壬
五
〉

（
栄
）
（
門
弟
）
」  

、
本
紙
裏
書
「
法
眼
慶
融
」
、
裏
打
紙
「
寂
恵
　
甲
戌
壬
五
」
。 

▼
『
拾
遺
集
』
巻
十
一
・657

（
和
歌
下
句
）
～658

に
相
当
す
る
古
筆
切
。
寂
恵
を
伝
称
筆
者
と
し
、
た
し
か

に
＃￼

と
同
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
＃￼

が
作
者
名
を
和
歌
か
ら
８
・
５
〜
８
・
９
糎
下
に
書
く
書
式
で

20

20

あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
７
・
２
糎
下
に
書
く
。
こ
の
１
糎
の
違
い
を
誤
差
の
範
囲
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も

有
意
な
違
い
と
判
断
す
る
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
＃￼

が
＃￼

の
失
わ
れ
た
下
帖
に
相
当
す
る
か
、
そ
れ
と
も
寂

21

20

恵
筆
『
古
今
集
』
の
よ
う
に
寂
恵
が
書
写
し
た
別
の
『
拾
遺
集
』
の
一
部
と
み
る
か
、
変
わ
っ
て
く
る
。
後
者
で

あ
れ
ば
、
＃￼

『
拾
遺
集
』
に
あ
る
「
こ
の
集
順
教
御
房
に
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
ま
い
ら
せ
候
ぬ
　
判
」
が

21

「
判
」
で
は
な
く
花
押
と
な
っ
て
い
る
、
伝
授
に
用
い
ら
れ
た
原
本
の
断
簡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献
　 

　
　
　
　
　
　
舟
見
「
寂
恵
本
拾
遺
集
と
古
筆
切
」
和
歌
文
学
会
第68

回
大
会 

　
　
　
　
　
　
舟
見
［2023

］
「
字
高
の
効
用 

」
『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』26 

＃￼

〜￼

＋
追
加
１
点
　
　
寂
恵
筆
石
見
切
（
古
今
集
） 

22

26

▼
寂
恵
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
石
見
切
は
、
内
容
の
重
複
す
る
断
簡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
書
入
れ
注
記
の
あ
る

も
の
と
無
い
も
の
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
区
別
は
字
高
の
違
い
と
も
対
応
し
て
い
る
（
舟
見
［2023

］
「
字
高
の

効
用 

」
『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』26

）
。 

　
か
つ
て
「
座
談
会
　
黒
川
文
庫
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
（
『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』30

号
、

2011

）
に
お
い
て
、
田
中
登
先
生
は
＃￼

寂
恵
筆
『
拾
遺
集
』
の
資
料
的
価
値
に
触
れ
つ
つ
、
寂
恵
が
多
く
の
古

20

典
籍
を
書
写
し
て
お
り
、
そ
れ
が
古
筆
切
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
寂
恵
筆
『
拾
遺
集
』
を
所
蔵
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す
る
実
践
女
子
大
学
で
そ
れ
ら
の
古
筆
切
を
集
め
て
い
き
、
展
示
し
て
は
ど
う
か
、
と
仰
っ
て
い
た
。
先
生
か
ら

生
前
賜
っ
た
御
学
恩
に
報
い
た
く
、
今
回
、
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
お
よ
び
個
人
蔵
を
集
め
て
展
示
す
る
こ
と
に
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＃￼

　
伝
寂
恵
筆
　
後
撰
集
切  

27
個
人
蔵
。
ま
く
り
一
葉
。
〔
鎌
倉
時
代
中
〜
後
期
〕
写
。
寂
恵
筆
（
極
札
に
よ
る
）
。
縦
２
３
・
３
。
横
１
３
・

８
糎
、
字
高
は
和
歌
最
長
１
９
・
７
、
詞
書
は
和
歌
よ
り
１
・
３
糎
ほ
ど
下
に
書
く
。
楮
紙
打
紙
。
一
面
８
行
、

和
歌
一
首
２
行
書
。
古
筆
了
栄
と
川
勝
宗
久
の
極
札
。 

▼
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
伝
寂
恵
筆
後
撰
和
歌
集
切
（
一
）
」
と
す
る
も
の
の
ツ
レ
。
他
に
金
刀
比
羅
宮
蔵
手
鑑

『
古
今
筆
陣
』
な
ど
に
ツ
レ
が
あ
る
。
筆
跡
は
寂
恵
筆
『
古
今
集
』
よ
り
も
＃￼

寂
恵
筆
『
拾
遺
集
』
に
よ
り
近

20

く
、
後
期
の
寂
恵
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献
　
舟
見
［2016

］
「
寂
恵
の
古
典
書
写
を
め
ぐ
っ
て 

」
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』26 

＃￼

　
伝
寂
恵
筆
　
金
葉
集
切 

28
個
人
蔵
。
ま
く
り
一
葉
。
〔
鎌
倉
時
代
中
〜
後
期
〕
写
。
伝
寂
恵
筆
（
極
札
に
よ
る
）
。
縦
２
３
・
８
。
横
１
５
・

４
糎
、
字
高
は
和
歌
最
長
２
１
・
０
、
詞
書
は
和
歌
よ
り
２
・
５
糎
ほ
ど
下
に
、
作
者
名
は
和
歌
よ
り
１
０
・
３

下
に
書
く
。
楮
紙
打
紙
。
一
面
１
０
行
、
和
歌
一
首
２
行
書
。
朝
倉
茂
入
の
極
札
。 

▼
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
伝
寂
恵
筆
金
葉
和
歌
集
切
（
二
）
」
と
す
る
も
の
の
ツ
レ
（
永
青
文
庫
蔵
手
鑑
『
墨
叢
』

所
収
）
。
他
に
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
ま
く
り
も
ツ
レ
。
筆
跡
は
寂
恵
真
筆
と
は
認
め
難
い
が
＃￼

20

寂
恵
筆
『
拾
遺
集
』
の
右
筆
部
分
の
筆
跡
に
似
通
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献
　
舟
見
［2016

］
「
寂
恵
の
古
典
書
写
を
め
ぐ
っ
て 

」
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』26 

第
七
章
　
さ
ま
ざ
ま
な
和
歌
集
　̶

私
家
集
、
百
人
一
首
、
歌
合̶

 

＃29

　
斎
宮
女
御
集
切
　
　
一
幅 

文
芸
資
料
研
究
所
。
軸
装
一
幅
。
〔
江
戸
時
代
〕
写
。
伝
藤
原
公
任
筆
（
箱
書
に
よ
る
）
。
縦
２
２
・
３
×横
１
５
・

６
糎
。
字
高
１
９
・
３
糎
程
。
詞
書
は
和
歌
よ
り
４
・
５
糎
ほ
ど
下
に
書
く
。
料
紙
は
二
重
蔓
唐
草
と
草
花
二
重

丸
文
を
雲
母
で
刷
り
出
し
た
唐
紙
。
一
面
行
数
５
行
。
和
歌
一
首
２
行
書
。
外
函
側
面
貼
紙
「
伝
公
任
筆
／
唐
紙

歌
集
切
／
贈
答
二
首
」 

▼
こ
の
二
首
は
、
西
本
願
寺
本
系
統
『
斎
宮
女
御
集
』
の
み
が
有
す
る
贈
答
歌
二
首
（
二
二
七
と
二
二
八
）
。
し

か
し
西
本
願
寺
本
と
は
本
文
も
字
母
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
模
写
で
は
な
い
。
二
二
七
番
は
「
堀
河
中
宮
う
せ
給

て
の
こ
ろ
六
条
殿
に
な
が
め
か
し
は
を
た
て
ま
つ
り
給
ひ
て
」
と
い
う
詞
書
が
あ
る
が
、
本
断
簡
に
は
そ
れ
が
な

く
、
二
二
八
歌
の
左
の
空
白
も
不
自
然
に
み
え
る
（
文
字
を
擦
り
消
し
た
後
は
見
当
た
ら
な
い
）
。
な
お
ま
た
、

二
首
目
の
下
句
は
西
本
願
寺
本
で
は
「
な
か
め
か
し
は
に
か
ゝ
る
つ
き
か
な
」
で
あ
る
が
、
展
示
品
は
そ
う
読
め

そ
う
に
な
い
。
『
斎
宮
女
御
集
』
で
は
な
い
可
能
性
も
残
る
が
現
時
点
で
は
他
文
献
を
見
出
せ
な
い
。
書
写
年
代
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は
、
平
安
時
代
写
の
古
筆
切
に
も
み
え
る
け
れ
ど
も
、
『
古
筆
学
大
成￼

』
に
掲
載
さ
れ
る
伝
紀
貫
之
筆
本
や
伝

18

俊
頼
筆
本
と
い
っ
た
近
世
初
期
の
転
写
本
と
同
じ
く
、
近
世
期
の
制
作
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
本

展
示
品
の
料
紙
に
「
コ
メ
澱
粉
固
有
の
消
光
十
字
」
が
検
出
で
き
る
こ
と
と
も
よ
く
符
合
す
る
。
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

池
田
和
臣
［2014

］
『
古
筆
資
料
の
発
掘
と
研
究
　
残
簡
集
録
散
り
ぬ
る
を
』
青
簡
舎
・
第
二
章
第
二
節 

日
比
谷
孟
俊
・
澤
山
茂
・
大
和
あ
す
か
［2023

］
「
国
文
学
・
美
術
と
ハ
イ
テ
ク
分
析
機
器
」
『
紙
の
レ
ン
ズ
が
ひ
ら
く
古
典

籍
・
絵
画
の
世
界
』
勉
誠
社 

＃￼
  

顕
輔
集
（
左
京
大
輔
集
） 

30
山
岸
文
庫
（3733

）
。
国
書DB

・
著
作ID
：80546

。
列
帖
装
。
一
帖
。
〔
江
戸
時
代
初
期
〕
写
。
伝
空
性
法

親
王
筆
。
縦
２
１
・
５
×横
１
４
・
５
糎
。
字
高
、
和
歌
１
９
・
０
糎
、
詞
書
は
和
歌
よ
り
２
・
７
糎
下
に
書
く
。

表
紙
は
原
表
紙
で
「
深
草
色
、
金
襴
で
二
重
枠
内
に
龍
・
麒
麟
紋
様
の
あ
る
亀
甲
地
紋
」
（
小
島
［1997

］
）
。

見
返
し
は
金
箔
押
。
外
題
な
し
。
内
題
な
し
。
料
紙
は
厚
手
で
、
花
唐
草
丸
文
な
ど
を
雲
母
で
刷
り
出
す
。
○
一

面
１
０
行
数
・
和
歌
一
首
２
行
数
。
○
桐
製
外
函
小
口
に
貼
紙
「
乙
（
朱
円
印
「
大
六
」
）
四
六
九
／
左
京
／
太

夫
集
／
空
性
／
法
親
王
／
真
翰
」
。
漆
塗
内
函
ウ
ハ
書
金
泥
「
左
京
大
夫
集
　
空
性
法
親
王
真
翰
」
。 

▼
藤
原
顕
輔
の
私
家
集
。
小
島
孝
之
［1997

］
に
影
印
が
公
開
さ
れ
、
顕
輔
集
の
伝
本
関
係
に
つ
い
て
も
詳
述
さ

れ
て
い
る
。
書
写
年
代
は
鎌
倉
中
期
か
ら
末
期
と
さ
れ
る
が
、
私
見
で
は
伝
称
筆
者
と
さ
れ
る
空
性
法
親
王
と
同

時
期
の
江
戸
時
代
初
期
頃
と
み
る
。
空
性
法
親
王
筆
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
（
舟
見
） 

　
顕
輔
に
つ
い
て
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、2014
）
に
基
づ
い
て
述
べ
る
。
寛
治
四
年

(1090

年)

～
久
寿
二
年(1155

年)5

月7

日
没
。
父
は
修
理
大
夫
顕
季
、
母
は
藤
原
経
平
女
。
白
河
院
に
仕
え
、

保
延
五
年(1139

年)

に
左
京
大
夫
に
、
久
安
四
年(1148

年)

に
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
天
永
四
年(1113

年)

に24

歳
で
歌
合
を
主
催
し
て
以
降
、
多
く
の
歌
合
に
出
詠
し
判
者
を
務
め
た
。
『
金
葉
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
和

歌
集
に
八
十
四
首
入
集
。
崇
徳
院
の
命
を
受
け
『
詞
花
和
歌
集
』
の
撰
者
と
な
り
、
『
久
安
百
首
』
歌
人
に
加
え

ら
れ
る
な
ど
、
歌
壇
の
中
心
的
な
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
息
子
に
清
輔
、
重
家
、
季
経
ら
が
お
り
、
清
輔
は
『
袋

草
紙
』
を
著
し
後
の
二
人
も
勅
撰
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
の
顕
輔
の
家
系
を
六
条
藤
家
と
称
し
、
和
歌
を
詠

み
追
究
す
る
歌
道
家
と
し
て
の
地
位
を
高
め
た
。 

叙
景
歌
や
述
懐
歌
を
多
く
詠
み
、
「
夜
も
す
が
ら
富
士
の
高
嶺

に
雪
消
え
て
清
見
が
関
に
澄
め
る
月
か
な
」
が
代
表
歌
の
ほ
か
、
「
秋
風
に
た
な
び
く
雲
の
絶
え
間
よ
り
も
れ
出

づ
る
月
の
影
の
さ
や
け
さ
」
が
百
人
一
首
に
選
ば
れ
て
い
る
。
『
袋
草
紙
』
に
は
顕
輔
の
詠
ん
だ
「
逢
ふ
と
見
て

う
つ
つ
の
か
ひ
は
な
け
れ
ど
も
は
か
な
き
夢
ぞ
命
な
り
け
る
」
に
、
歌
人
と
し
て
高
名
な
源
俊
頼
が
深
く
感
嘆

し
、
「
油
で
磨
い
た
上
に
油
を
塗
り
完
璧
に
仕
上
げ
た
歌
」
と
称
揚
し
た
逸
話
が
残
る
。
自
身
の
実
力
を
「
家
の

風
吹
か
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
は
づ
か
し
の
森
の
木
の
葉
を
散
ら
し
つ
る
か
な
」
と
謙
遜
し
な
が
ら
も
、
一
歌
人
と
し
て
の

み
な
ら
ず
、
六
条
藤
家
の
継
承
に
貢
献
し
た
実
力
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。 

　
『
顕
輔
集
』
は
歌
数
一
四
六
首
。
自
撰
か
他
撰
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
永
久
四
年(1116

年)

の
鳥
羽
殿

歌
合
の
歌
か
ら
始
ま
り
、
末
尾
に
「
こ
の
の
ち
病
お
も
く
な
り
て
、
五
月
七
日
な
ん
か
く
れ
侍
り
に
け
る
」
と
あ

る
よ
う
に
、
顕
輔
の
死
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
中
盤
ま
で
は
数
々
の
歌
合
で
詠
ま
れ
た

歌
が
中
心
と
な
り
、
終
盤
で
は
天
皇
の
即
位
に
際
し
た
大
嘗
会
で
の
作
や
屏
風
歌
、
述
懐
歌
と
い
う
構
成
を
と

る
。
『
久
安
百
首
』
の
歌
を
収
め
な
い
な
ど
、
顕
輔
の
詠
作
活
動
の
全
て
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
生
涯
に

渡
る
顕
輔
の
活
躍
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
充
分
な
資
料
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
村
） 

＊
参
考
文
献
　
小
島
孝
之
［1997

］
「
山
岸
文
庫
蔵
『
左
京
大
夫
集
』
影
印
・
解
題
」
『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料

研
究
所
年
報
』16 
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＃￼
  

再
昌
草 
31

山
岸
文
庫
（3784

）
。
国
書DB

・
著
作ID

：198005

。
袋
綴
。
一
冊
。
〔
江
戸
時
代
中
期
〕
写
。
伝
霊
元
天

皇
筆
（
山
岸
識
語
に
よ
る
）
。
縦
２
８
・
５
×横
２
１
・
４
糎
。
字
高
、
和
歌
２
２
・
６
糎
、
詞
書
は
和
歌
よ
り
１
・

３
糎
下
に
書
く
。
表
紙
は
改
装
ヵ
紺
地
唐
花
型
押
文
、
見
返
し
は
素
紙
。
外
題
は
改
装
ヵ
左
肩
に
双
辺
枠
刷
題
簽

に
墨
書
「
逍
遥
院
殿
内
府
和
歌
集
」
（
本
文
別
筆
）
、
そ
れ
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
再
昌
草
」
と
墨
書
（
山
岸
筆

か
）
。
内
題
な
し
。
楮
紙
打
紙
。
一
面
１
０
行
書
、
和
歌
一
首
１
行
書
。
墨
付
第
一
丁
オ
モ
テ
右
上
に
朱
陽
楕
円

印
「
三
条
西
」
。
表
紙
右
肩
に
紙
片
（
下
部
に
朱
横
線
あ
り
）
に
墨
書
「
三
五
二
」
を
貼
付
。
山
岸
識
語
「
霊
元

院
御
宸
筆
也
　
与
図
書
寮
本
再
昌
草
全
同
筆
云
云
　
再
昌
草
御
宸
翰
有
二
部
者
歟
／
再
昌
草
永
正
三
四
年
欠
本
二

巻
桂
宮
本
叢
書
所
収
　
図
書
寮
本
有
奥
書
／
　
五
月
卅
一
日
於
図
書
寮
与
桂
宮
本
比
校
焉
了
／
　
昭
和
二
十
四
年

四
月
二
十
九
日
　
於
琳
琅
閣
求
焉
　
岸
廼
舎
」
。 

▼
三
条
西
実
隆
の
家
集
。
印
記
か
ら
三
条
西
家
旧
蔵
本
で
あ
る
。
三
条
西
実
隆
の
家
集
の
う
ち
『
再
昌
草
』
の
伝

本
は
、
霊
元
院
筆
書
陵
部
御
所
本
（
特
・
一
）
、
鷹
司
政
通
ら
筆
書
陵
部
鷹
司
本
（
鷹
・
三
八
四
）
、
柳
沢
文
庫

本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
管
見
の
範
囲
で
は
山
岸
文
庫
本
に
触
れ
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
３
本
は
、
明
応

十
年
か
ら
天
文
五
年
ま
で
の
実
隆
歌
を
収
め
る
が
、
御
所
本
は
文
亀
三
年
ぶ
ん
が
欠
、
鷹
司
本
は
序
文
・
明
応
十

年
〜
文
亀
二
年
・
永
正
三
年
・
享
禄
二
年
以
降
を
欠
、
柳
沢
文
庫
本
は
永
正
四
年
以
後
は
抄
出
本
で
あ
る
。
一
方
、

山
岸
文
庫
本
は
永
正
三
年
と
永
正
四
年
の
二
年
分
の
み
か
ら
な
る
。 

　
山
岸
が
識
語
に
記
し
た
よ
う
に
、
山
岸
文
庫
本
は
霊
元
院
筆
御
所
本
と
極
め
て
よ
く
似
た
筆
跡
で
あ
る
し
、
本

文
も
同
じ
い
（
現
時
点
で
稿
者
の
調
査
が
終
わ
っ
て
い
る
範
囲
に
限
る
）
。
霊
元
院
が
二
度
書
写
し
た
と
考
え
て

も
よ
い
が
、
山
岸
文
庫
本
に
あ
る
印
記
「
三
条
西
」
と
、
御
所
本
に
あ
る
霊
元
院
の
奥
書
が
問
題
に
な
る
。
御
所

本
の
奥
書
に
は
「…

…

此
草
者
於
家
最
秘
蔵
、
曽
不
許
他
見
之
所
、
以
殊
忘
節
令
備
乙
夜
之
覧
、
一
見
之
次
手
自

写
留
之…

…

」
と
あ
り
、
三
条
西
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
実
隆
自
筆
詠
草
を
霊
元
院
が
写
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
霊
元
院
は
『
雪
玉
集
』
所
収
歌
な
ど
は
「
私
〜
仍
除
之
」
な
ど
と
注
記
し
て
書
写
を
省
い
て
も
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
霊
元
院
が
実
隆
筆
原
本
の
一
部
を
略
し
つ
つ
二
度
転
写
し
、
実
隆
筆
原
本
が
あ
る
三
条
西
家
へ
自
身
の

抄
出
転
写
本
一
部
を
渡
し
た
、
と
い
う
の
は
不
自
然
か
。
山
岸
文
庫
本
が
霊
元
院
筆
本
の
模
写
で
あ
る
と
も
考
え

た
が
、
そ
れ
が
三
条
西
家
に
あ
る
の
は
さ
ら
に
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
印
記
は
偽
印
か
。
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

日
下
幸
男
［1994

］
「
柳
沢
文
庫
の
蔵
書
と
古
今
伝
授
の
関
係
」
研
修
余
滴38 

伊
地
知
鐵
男
［1996

］
『
伊
地
知
鐵
男
著
作
集
〈
連
歌
・
連
歌
史
〉
』
汲
古
書
院 

井
上
宗
雄
［1997

］
『
中
世
歌
壇
と
歌
人
伝
の
研
究
』
笠
間
書
院 

伊
藤
敬
［2005

］
『
室
町
時
代
和
歌
史
論
』
新
典
社 

『
桂
宮
本
叢
書
十
一
　
私
家
集
十
一
』
養
徳
社
、1949 

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
中
世
和
歌
集
　
室
町
編
』
岩
波
書
店1995 

『
和
歌
文
学
大
系
　
草
木
集
　
権
大
僧
都
心
敬
集
　
再
昌
』
明
治
書
院2005 

＃￼

　
〔
百
人
一
首
・
三
十
六
人
歌
合
〕
　
冷
泉
為
清
筆 

32
常
盤
松
文
庫
（87333

）
。
列
帖
装
。
一
帖
。
寛
文
二
年
写
。
冷
泉
為
清
筆
。
縦
１
６
・
５
×横
１
８
・
０
糎
。

字
高
１
４
・
０
糎
。
原
装
紺
地
銀
鼠
色
扇
文
等
緞
子
表
紙
。
見
返
し
は
金
箔
押
。
外
題
な
し
。
内
題
は
「
小
倉
山

荘
色
紙
和
歌
百
人
一
首
」
「
三
十
六
人
哥
合
」
。
料
紙
は
八
種
類
の
加
飾
料
紙
（
菱
形
繋
刷
文
や
金
砂
子
雲
霞
文

な
ど
）
と
素
紙
を
混
用
。
一
面
７
〜
８
行
書
、
和
歌
一
首
２
行
書
。
書
写
奥
書
「
右
一
冊
松
室
重
親
依
／
所
望
染
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愚
筆
／
　
寛
文
二
暦
／
初
冬
下
旬
／
左
中
将
藤
原
為
清
」
。
原
装
鶯
色
地
裂
包
表
紙
が
附
属
。
そ
の
貼
外
題
は
中

央
に
「
小
倉
百
首
〈
附
六
ゝ
謌
仙
／
冷
泉
為
清
卿
筆
〉
」
（
加
飾
）
。 

▼
『
百
人
一
首
』
と
『
三
十
六
人
歌
合
』
を
合
写
し
た
一
帖
。
表
紙
は
原
装
と
推
定
さ
れ
る
。
書
写
奥
書
に
よ
る

と
、
本
書
は
寛
文
二
年
（1662

）
に
「
松
室
重
親
」
の
依
頼
に
よ
っ
て
冷
泉
為
清
が
書
写
し
た
も
の
。
「
松
室
重

親
」
に
つ
い
て
は
不
明
。
本
書
の
筆
跡
は
定
家
様
で
、
為
清
の
筆
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
美
麗
な
装
飾
料
紙
か
ら
し

て
進
物
と
み
て
よ
く
、
奥
書
の
記
述
と
も
合
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

中
川
博
夫
・
田
渕
句
美
子
・
渡
邉
裕
美
子
編
［2022

］
『
百
人
一
首
の
現
在
』
青
簡
舎 

田
渕
句
美
子
［2024
］
『
百
人
一
首
　
編
纂
が
ひ
ら
く
小
宇
宙
』
岩
波
新
書 

＃￼

　
清
輔
家
歌
合
　
永
暦
元
年
七
月 

33
山
岸
文
庫
（A389

）
。
国
書DB

・
著
作ID

：157733
。
袋
綴
。
１
冊
。
〔
江
戸
時
代
前
期
頃
〕
写
。
縦27.9

×

横20.4

糎
。
字
高
、
和
歌
一
首21.5

糎
内
外
。
前
表
紙
は
原
装
で
素
紙
に
黄
檗
色
丸
龍
飛
雲
繋
刷
文
、
裏
表
紙
は

原
装
で
素
紙
に
紺
色
手
毬
四
つ
割
菱
唐
草
繋
刷
文
。
見
返
し
は
素
紙
。
左
肩
打
付
書
「
清
輔
朝
臣
家
歌
合
〈
永
暦

元
年
／
七
月
〉
」
（
本
文
別
筆
）
。
内
題
は
「
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
朝
臣
家
哥
合
　
永
暦
元
年
七
月
日
」
。
楮

紙
。
一
面
１
３
行
書
。
和
歌
一
首
１
行
書
。
山
岸
徳
平
筆
識
語
「
昭
和
廿
四
年
三
月
下
浣
　
〈
琳
琅
に
て
〉
岸
廼

舎
」
。
表
紙
右
下
・
前
遊
紙
第
一
丁
オ
右
下
・
墨
付
第
一
丁
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
。 

▼
本
歌
合
の
写
本
と
し
て
は
新
出
の
一
本
か
。
他
の
伝
本
と
同
じ
く
特
筆
す
べ
き
異
同
は
確
認
で
き
な
い
。
本
歌

合
は
、
永
暦
元
（1160

）
年
七
月
成
立
。
『
和
歌
文
学
大
系16

　
中
世
歌
合
集
』
で
は
、
清
輔
が
発
案
し
て
、

二
条
天
皇
に
近
い
歌
人
の
歌
か
ら
選
歌
し
、
歌
合
と
し
て
構
成
し
た
も
の
を
内
裏
に
送
り
、
二
条
天
皇
に
近
仕
し

た
通
能
と
天
皇
と
が
判
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
七
十
首
三
十
五
番
の
歌
合
で
、
歌
題
は
「
鶯
」
「
梅
」

「
桜
」
「
時
鳥
」
「
織
女
」
「
月
」
「
紅
葉
」
「
雪
」
「
恋
」
「
述
懐
」
の
十
題
。
判
者
は
源
通
能
。
「
重
　
勅

判
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
二
条
天
皇
が
追
判
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
本
文
に
そ
れ
を
う
か
が

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
歌
人
は
、
公
重
・
清
輔
・
雅
重
・
頼
輔
・
家
基
（
素
覚
）
・
師
光
・
資
隆
・
敦
頼
（
道

因
）
・
憲
盛
・
俊
恵
・
祐
盛
・
顕
昭
・
空
仁
・
（
殷
富
門
院
）
大
輔
の
十
四
名
。
二
条
天
皇
に
近
い
歌
人
と
、
歌

林
苑
で
交
流
の
み
ら
れ
る
歌
人
が
多
い
。
歌
数
の
多
寡
が
あ
り
、
多
い
の
は
清
輔
・
俊
恵
の
十
一
首
、
顕
昭
の
八

首
、
敦
頼
・
空
仁
の
七
首
な
ど
。
な
お
、
一
番
左
と
三
十
五
番
右
は
清
輔
自
身
で
あ
り
、
巻
頭
と
巻
軸
に
自
ら
を

配
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
） 

＊
参
考
文
献 

久
保
田
淳
監
修
［2024

］
『
和
歌
文
学
大
系16

　
中
世
歌
合
集
』
明
治
書
院 

和
歌
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
［2014

］
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
安
井
重
雄
　
執
筆
） 

＃￼

　
月
卿
雲
客
妬
歌
合
（
建
保
二
年
九
月
尽
日
歌
合
） 

34
山
岸
文
庫
（A388

）
。
国
書DB

著
作ID

：169722

。
袋
綴
。
１
冊
。
〔
江
戸
時
代
中
期
頃
〕
写
。
縦28.0

×

横19.6

糎
。
字
高
、
和
歌
一
首23.0

糎
内
外
。
原
装
芥
子
色
染
紙
表
紙
、
見
返
し
は
素
紙
。
左
肩
貼
題
簽
（
金
泥
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雲
霞
草
花
下
絵
）
「
月
卿
雲
客
謌
合
」
（
後
補
か
、
本
文
別
筆
か
）
。
内
題
は
「
月
卿
雲
客
歌
合
〈
建
保
二
年
九

月
盡
／
順
徳
院
哥
合
〉
」
。
料
紙
は
楮
紙
。
一
面
１
０
行
書
、
和
歌
一
首
１
行
書
。
山
岸
徳
平
筆
識
語
「
昭
和
三

十
三
年
四
月
十
六
日
　
〈
斯
文
会
に
て
〉
岸
廼
舎
」
。
墨
付
第
一
丁
オ
内
題
下
部
・
墨
付
最
終
丁
オ
に
「
阿
波
國

文
庫
」
、
表
紙
右
下
・
墨
付
第
一
丁
オ
に
「
山
岸
文
庫
」
。
裏
表
紙
見
返
し
に
ラ
ベ
ル
「193

／27

／1

」
（
実

践
女
子
大
学
で
の
整
理
ラ
ベ
ル
で
は
な
い
）
。 

▼
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
。
表
紙
右
上
の
貼
紙
「
歌
書
五
（
朱
筆
『
六
』
を
墨
で
修
正
）
」
「
和
歌
／
十
七
」
は
阿

波
國
文
庫
で
の
整
理
番
号
。
親
本
に
問
題
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
二
十
四
番
で
書
写
が
終
わ
っ
て
い
る
。 

　
本
歌
合
は
建
保
二
（1214
）
年
九
月
三
十
日
、
順
徳
天
皇
の
内
裏
で
催
さ
れ
た
歌
合
。
『
紫
禁
和
歌
集
』
『
明

日
香
井
和
歌
集
』
に
見
え
る
、
九
月
二
十
五
日
ま
た
は
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
『
月
卿
雲
客
歌
合
』
（
散
佚
）
の

「
妬
」
（
報
復
戦
）
と
し
て
催
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
歌
題
は
、
「
河
落
葉
」
「
寄
鳥
恋
」
「
深
山
雨
」
の
三
題
三

十
番
。
季
・
恋
・
雑
一
題
と
い
う
設
題
は
初
見
で
あ
る
。
判
者
は
家
隆
。
左
方
に
「
月
卿
」
と
呼
ば
れ
た
公
卿
及

び
女
房
、
右
方
に
「
雲
客
」
と
呼
ば
れ
た
四
位
と
五
位
の
殿
上
人
を
番
え
た
。
歌
人
は
、
左
方
が
順
徳
天
皇
・
権

大
納
言
・
家
衡
ら
十
名
、
右
方
が
雅
経
・
行
能
・
国
通
ら
十
名
の
計
二
十
名
。
家
隆
が
判
者
を
務
め
た
数
少
な
い

歌
合
で
あ
り
、
和
歌
を
も
っ
て
判
ず
る
判
歌
と
い
う
形
態
も
注
目
さ
れ
る
。
家
隆
の
判
歌
は
、
左
右
歌
に
配
慮

し
、
両
歌
の
詞
を
活
か
し
な
が
ら
判
定
し
て
い
る
こ
と
、
判
歌
が
古
歌
を
踏
え
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
に
特
色
が

あ
る
。
家
隆
が
作
歌
面
に
重
点
を
置
い
た
自
ら
の
歌
人
歴
を
自
負
し
つ
つ
試
み
た
積
極
的
な
挑
戦
で
あ
り
、
歌
壇

に
お
け
る
自
己
表
現
の
一
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
） 

＊
参
考
文
献 

松
井
律
子
［1999

］
「
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
攷
」
『
就
實
語
文
』20 

松
井
律
子
［2001

］
「
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
考―

―

家
隆
の
判
歌
を
め
ぐ
っ
て―

―

」
『
就
實
語
文
』22 

和
歌
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
［2014

］
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
五
月
女
肇
志
執
筆
） 

＃￼
 

〔
歌
合
集
〕
　
存
一
三
冊 

35
山
岸
文
庫
（A396

）
。
存
一
三
冊
。
一
三
冊
が
共
通
す
る
書
誌
事
項
を
ま
ず
記
す
。
袋
綴
、
〔
江
戸
時
代
前
期
〕

写
、
縦26.7

×横19.8

糎
内
外
。
字
高
は
和
歌
一
首22.7

糎
内
外
。
表
紙
は
す
べ
て
原
装
縹
色
表
紙
。
見
返
し
は

本
文
共
紙
。
外
題
は
左
肩
原
題
簽
（
黄
土
色
、
法
量
は
縦17.4

・
横3.8

糎
）
に
墨
書
す
る
が
虫
損
甚
だ
し
く
、
題

簽
の
剥
が
れ
た
も
の
に
は
打
付
墨
書
（
題
簽
墨
書
と
同
筆
の
も
の
と
、
山
岸
筆
と
が
あ
る
）
。
料
紙
は
楮
紙
。
本

文
は
全
冊
同
筆
。
前
表
紙
に
山
岸
に
よ
る
所
収
歌
合
名
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
朱
筆
も
山
岸
筆
。 

▼
第
六
冊
の
表
紙
に
山
岸
筆
に
て
墨
書
「
九
条
家
本
」
。
『
反
町
茂
雄
収
集
古
書
販
売
目
録
精
選
集
』
（
ゆ
ま
に

書
房
、2000

）
第
四
巻
所
収
「
九
条
家
本
目
録
」
の
四
七
頁
に
あ
る
「
歌
合
部
類
　
一
五
」
が
本
書
に
該
当
す
る

か
。
た
だ
し
表
紙
の
山
岸
筆
朱
筆
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
、
「
共
一
五
」
と
あ
っ
て
「
一
」
に
は
じ
ま
り
「
一
五
止
」

と
あ
る
が
、
「
二
」
「
五
」
に
相
当
す
る
二
冊
が
現
在
は
な
い
。
以
下
に
各
冊
に
つ
い
て
簡
略
に
説
明
す
る
。
各

冊
所
収
の
歌
合
に
つ
い
て
は
『
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
　
山
岸
徳
平
文
庫
目
録
　
上
巻
』
（
実
践
女
子
大
学
、

2020

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
一
）
原
題
簽
上
部
剥
離
。 

（
三
）
原
題
簽
上
部
剥
離
。 

（
四
）
原
題
簽
剥
離
。
山
岸
筆
「
慈
鎮
七
社
十
五
番
　
／
大
比
叡
／
小
比
叡…

…

」 
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（
六
）
原
題
簽
「
三
百
六
十
番
哥
合
」
。
山
岸
筆
「
九
条
家
本
」
。 

（
七
）
原
題
簽
「
右
大
臣
家
謌
合
〈
二
度
〉
／
光
明
峯
■
摂
政
家
謌
合
」
。 

（
八
）
原
題
簽
上
部
と
下
部
剥
離
。
山
岸
筆
が
「
歌
」
の
字
を
補
う
。 

（
九
）
原
題
簽
剥
離
、
題
簽
の
位
置
に
題
簽
と
同
筆
で
打
付
書
「
當
座
哥
合
〈
建
保
四
年
〉
／
内
裏
歌
合

〈
建
保
二
年
〉
」
。
右
下
に
山
岸
筆
「
二
部
之
中
乙
」
、
朱
筆
で
消
す
。 

（
一
〇
）
原
題
簽
剥
離
、
題
簽
の
位
置
に
題
簽
と
同
筆
で
打
付
書
「
卿
相
侍
臣
歌
合
」
。
右
下
に
山
岸
筆

「
二
部
中
乙
」
、
朱
筆
で
消
す
。 

（
一
一
）
原
題
簽
「
老
若
謌
合
」
。 

（
一
二
）
原
題
簽
上
部
と
下
部
剥
離
。
右
下
に
山
岸
筆
「
二
部
之
中
乙
」
、
朱
筆
で
消
す
。 

（
一
三
）
原
題
簽
剥
離
、
題
簽
の
位
置
に
題
簽
と
同
筆
で
打
付
書
「
御
室
撰
歌
合
」
（
そ
の
下
の
細
目
は

山
岸
筆
）
。
右
下
に
山
岸
筆
「
二
部
之
中
乙
」
、
朱
筆
で
消
す
。 

（
一
四
）
原
題
簽
剥
離
。
　 

（
一
五
）
原
題
簽
「
謌
合
〈
文
明
十
年
二
度
〉
／
〈
詩
哥
合
〉
／
〈
応
永
十
四
年
〉
」
。
最
終
丁
に
山
岸

筆
朱
筆
識
語
「
歌
合
虫
喰
本
取
雑
一
括
／
九
条
家
蔵
本
也
／
大
正
十
三
年
秋
黒
門
町
廣
田
に
て
／
求
之
。

甲
乙
ト
ア
ル
ハ
二
冊
ア
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
一
部
ハ
／
小
川
寿
一
ニ
与
ヘ
タ
リ
」 

　
第
十
五
冊
の
識
語
か
ら
、
九
・
一
〇
・
一
二
・
一
三
は
甲
乙
二
部
ず
つ
あ
っ
た
た
め
小
川
寿
一
へ
与
え
た
こ
と

が
わ
か
る
。
幸
い
に
も
、
こ
の
う
ち
九
と
一
〇
に
相
当
す
る
小
川
寿
一
の
手
元
に
渡
っ
た
甲
本
が
早
稲
田
大
学
図

書
館
の
所
蔵
と
な
り
現
存
（
ヘ04 08073.1

お
よ
び2

）
。
表
紙
に
山
岸
筆
「
二
部
之
中
甲
」
と
い
う
書
き
付
け

が
あ
る
。
詳
細
は
兼
築
［2000

］
参
照
。
一
二
・
一
三
に
相
当
す
る
本
は
所
在
不
明
。
な
お
早
稲
田
大
学
蔵
本
に

つ
い
て
は
幾
浦
裕
之
氏
（
文
部
科
学
省
・
教
科
書
調
査
官
）
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。 

　
と
こ
ろ
で
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
に
は
、
本
書
と
同
じ
装
訂
、
同
筆
の
打
付
書
外
題
「
前
摂
政
家
謌
合
」
を
有

す
る
一
冊
が
あ
る
（110X@

650@
1

）
。
こ
れ
も
本
来
は
一
具
の
も
の
か
と
目
さ
れ
る
が
、
表
紙
な
ど
に
山
岸

の
書
き
付
け
は
な
く
、
一
二
・
一
三
と
も
別
作
品
。
印
記
「
久
曽
神
蔵
書
」
が
あ
る
。
装
訂
に
注
目
し
て
調
査
す

れ
ば
「
〔
九
条
家
本
歌
合
集
〕
」
の
総
体
は
見
え
て
こ
よ
う
。
な
お
こ
の
点
は
＃￼

解
説
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

38

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
い
ま
所
在
が
確
認
で
き
な
い
も
の
は
、
山
岸
が
「
二
」
「
五
」
と
ナ
ン
バ
ー
を
朱
筆
で

書
き
つ
け
た
二
冊
と
、
山
岸
が
小
川
寿
一
に
与
え
た
一
二
甲
本
と
一
三
甲
本
で
あ
る
。
た
だ
、
同
筆
の
甲
乙
二
冊

が
４
点
つ
ま
り
計
八
冊
も
あ
っ
た
と
い
う
九
条
家
本
の
あ
り
方
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。 

　
各
歌
合
の
書
写
奥
書
と
現
存
伝
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
善
本
と
目
さ
れ
る
も
の
も

多
く
、
よ
し
ん
ば
そ
の
本
文
が
よ
く
あ
る
流
布
本
だ
っ
た
と
し
て
も
、
九
条
家
旧
蔵
の
同
筆
の
セ
ッ
ト
と
い
う
点

を
考
慮
す
る
と
、
今
後
は
広
く
参
照
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
書
を
公
開
し
、
い
ま
進
め
ら
れ
て
い
る
中
世
歌
合

のTEI

準
拠
テ
キ
ス
ト
の
底
本
と
し
て
も
よ
い
か
と
も
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

兼
築
信
行
［2000

］
「
新
収
の
歌
書
三
点
　
『
続
古
今
集
』
『
雲
葉
集
』
『
歌
合
集
』
」
『
早
稲
田
大
学
図
書
館

紀
要
』47 

加
藤
弓
枝
・
田
口
暢
之
・
海
野
圭
介
・
幾
浦
裕
之
「
次
世
代
の
翻
刻
校
訂
モ
デ
ル
を
搭
載
し
た
中
世
歌
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
本
文
分
析
の
実
践
的
研
究
」
日
本
学
術
振
興
会 

科
学
研
究
費
助
成
事
業 

基
盤
研
究(C) 2022

年4

月 - 
2026

年 
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＃￼

　
万
葉
集
長
歌
短
歌
説 
36

山
岸
文
庫
（A164

）
。
国
書DB

著
作ID

：501906

。
袋
綴
。
１
冊
。
〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
。
縦27.2

×横

20.8

糎
。
字
高21.5

糎
内
外
。
原
装
柿
渋
染
焦
茶
色
表
紙
、
見
返
し
素
紙
。
左
肩
貼
題
簽
に
墨
書
「
長
哥
短
謌
古

今
相
違
事
」
（
本
文
同
筆
か
）
。
内
題
「
萬
葉
集
長
哥
載
短
歌
字
之
由
事
」
。
楮
紙
。
一
面
行
数
８
行
。
（
奥

書
）
「
長
歌
短
歌
相
違
之
事
中
古
已
来
風
／
月
之
万
人
以
牙
噛
以
角
争
一
日
有
客
／
将
此
来
披
看
之
則
以
京
極
黄

門
／
真
蹟
論
彼
一
難
昔
年
之
孤
疑
忽
／
解
頃
日
之
猶
豫
既
去
仰
而
信
之
備
而
／
［
虫
損
］
之
荐
成
懇
望
倚
閑
窓
写

之
数
回
／
遂
考
合
畢
／
　
寛
文
四
年
臘
月
廿
五
日
」
。
表
紙
右
下
・
墨
付
第
一
丁
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
。 

▼
定
家
著
『
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
』
の
写
本
。
奥
書
は
書
写
奥
書
と
判
断
し
た
。
や
や
定
家
様
の
文
字
で
ゆ
っ
た

り
と
書
写
し
て
お
り
、
朱
筆
合
点
な
ど
を
施
す
。
定
家
自
筆
本
に
発
す
る
奥
書
を
も
つ
写
本
と
し
て
は
、
浅
田

［2012

］
の
指
摘
す
る
寛
文
六
年
が
最
も
古
い
と
さ
れ
る
が
、
展
示
品
の
寛
文
四
年
は
そ
れ
を
遡
る
。
当
該
作
品

の
伝
本
を
す
べ
て
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
善
本
か
と
推
測
さ
れ
る
た
め
展
示
す
る
こ
と
に
し
た
。
識
者
の
ご
教

示
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献
　
　
浅
田
徹
［2012

］
「
堂
上
か
ら
地
下
ヘ―

典
籍
の
流
出
・
提
供
・
活
用
」
『
調
査
研
究
報
告
』32 

＃￼
 

万
葉
抄
（
宗
祇
抄
） 

37
山
岸
文
庫
（
五
三
八
八
）
。
袋
綴
。
一
冊
。
〔
享
保
三
年
以
前
〕
写
。
縦
二
六
・
八
×横
二
〇
・
六
糎
。
字
高
、
和

歌
は
二
四
・
五
糎
。
注
文
は
二
三
・
〇
糎
。
改
装
表
紙
。
見
返
し
は
墨
な
し
、
装
飾
な
し
。
外
題
は
左
肩
に
題
簽

「
万
葉
集
注
抜
書
」
（
本
文
と
別
筆
か
）
。
内
題
は
一
行
目
に
「
万
葉
集
注
抜
書
第
一
」
と
あ
り
。
料
紙
は
楮
紙
。

一
面
一
二
行
書
、
和
歌
は
短
歌
一
首
一
行
、
長
歌
一
首
五
行
。
（
本
奥
書
）
「
〈
本
云
〉
弘
治
元
年
卯
月
上
州
下

向
之
折
節
遊
行
廿
九
／
代
上
人
廐
橋
光
明
寺
御
念
仏
中
千
句
御
興
行
／
切
之
遂
向
顔
歌
道
之
申
御
法
会
次
後
撰
正

義
／
預
御
懇
智
難
去
而
会
〈
出
〉
遂
然
者
此
抄
可
書
写
之
／
御
頃
許
不
待
時
刻
次
他
筆
書
写
之
枕
」
（
※
こ
の
段

落
、
切
り
貼
り
し
て
裏
見
返
し
に
貼
り
付
け
て
あ
る
。
貼
り
付
け
て
あ
る
紙
の
内
側
に
墨
・
文
字
な
し
）
。
「
享

保
〈
三
歳
〉
戌
春
宿
に
て
求
ル
も
の
也
／
書
物
奉
行
頭
書
住
為
（
花
押
）
」
（
※
こ
の
一
文
、
本
文
と
は
別
筆
）
。 

表
紙
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
あ
り
。
一
紙
オ
モ
テ
に
「
山
岸
文
庫
」
お
よ
び
「
岩
本
竹
齋
章
」
あ
り
。
裏
見
返
し

左
下
に
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
「G1604

」
あ
り
。 

▼ 《
本
書
の
概
略
》 

　
本
書
は
「
万
葉
集
注
抜
書
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
「
万
葉
抄
」
ま
た
は
「
万
葉
集
注
抄
書
」
、
「
宗
祇
抄
」
と

し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
連
歌
師
宗
祇
で
あ
る
。
宗
祇
は
、
慶
応
二
八
年
（
一
四
二
一
）
の
生
ま
れ

で
あ
り
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
に
八
二
歳
で
病
死
し
た
。
本
書
「
万
葉
集
注
抜
書
」
お
よ
び
「
万
葉
抄
」
に

宗
祇
本
人
の
署
名
は
な
い
が
、
宗
祇
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
諸
本
の
奥
書
に
「
宗
祇
法
師
抄
也
云
々
」
「
右
此
抄

出
為
連
歌
之
宗
祇
注
了
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

《
成
立
年
代
》 

　
「
万
葉
抄
」
の
成
立
年
代
は
不
明
と
さ
れ
る
が
、
水
戸
の
彰
考
館
所
蔵
本
の
奥
書
に
文
明
一
四
年
二
月
二
四
日

宗
誕
書
写
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
明
年
間
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
文
明
六
（
一
四
七
四
）
か
ら
文
明
一
四
年
ま
で
の
成
立
か
と
目
さ
れ
て
い
る
。 
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《
内
容
》 

　
宗
祇
「
万
葉
抄
」
は
、
「
万
葉
集
」
の
歌
を
一
首
ず
つ
掲
載
し
、
そ
の
上
で
各
歌
に
対
し
て
注
釈
を
施
す
。
注

釈
は
、
仙
覚
「
仙
覚
抄
」
や
由
阿
「
詞
林
采
葉
抄
」
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
え

で
、
宗
祇
自
身
の
説
を
示
し
た
箇
所
も
少
な
く
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
「
万
葉
抄
」
収
載
歌
の
選
別
や
注
釈
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
鑑
賞
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
「
万
葉
集
」
の
歌
が
和
歌
や
連
歌
の
創
作
に
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
た
ら
よ
い
か
と
い
う
態
度
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。 

《
諸
本
お
よ
び
奥
書
》 

諸
本
と
し
て
は
、
広
本
・
略
本
の
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、
奥
書
は
幾
通
り
の
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
広
本
は
「
万

葉
集
」
原
本
か
ら
四
分
の
一
ほ
ど
の
一
二
〇
〇
首
弱
の
歌
を
抄
出
し
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
程
度
の
歌
に
注
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
略
本
は
、
広
本
の
有
注
歌
の
部
分
を
主
に
抄
出
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
現
存
広
本
に
見

ら
れ
な
い
独
自
異
文
を
持
っ
て
い
る
点
が
貴
重
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
「
私
云
借
用
註

本
是
迄
少
々
書
冩
侍
ぬ
」
か
ら
始
ま
る
奥
書
が
あ
る
。
さ
ら
に
流
布
本
系
統
に
は
「
文
亀
二
年
二
月
五
日
於
越
後

國
府
中
旅
窓
冩
畢
」
の
文
言
が
記
さ
れ
る
が
、
本
書
「
万
葉
集
注
抜
書
」
に
は
、
そ
の
文
言
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

奥
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
よ
り
も
大
部
で
あ
っ
た
宗
祇
「
万
葉
抄
」
か
ら
、
現
存
の
広
本
の
よ
う
な
形
に

筆
写
者
が
抄
出
し
た
際
の
も
の
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
「
万
葉
抄
」
原
著
は
す
で
に
抄
出

本
で
あ
り
、
「
万
葉
抄
」
の
本
文
や
奥
書
に
見
え
る
「
私
云
」
は
「
宗
祇
云
」
の
意
味
で
あ
る
解
釈
す
る
説
が
提

示
さ
れ
、
そ
の
説
が
現
在
は
支
持
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
広
本
と
略
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
広
本
が
写
し
伝
え

ら
れ
る
間
に
、
さ
ら
に
そ
れ
を
抄
出
し
た
略
本
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
宗
祇
の
自
筆
に
依
っ

た
写
本
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
活
字
本
は
、
佐
々
木
信
綱
編
『
万
葉
学
叢
刊
、
中
世
篇
』
（
万
葉
集
叢
書
、
古
今
書
院
、
昭
和
三
年
）
の
所
収

本
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
底
本
は
広
本
の
雀
軽
子
書
写
本
で
あ
り
、
「
万
葉
抄
」
と
題
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
が
原
本
の
名
称
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
原
理
的
に
は
、
広
本
か
ら
の
抄
出
本
（
略
本
）
が
、
の
ち
に

な
っ
て
「
万
葉
集
注
抄
書
」
な
ど
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

　
な
お
、
「
万
葉
抄
」
以
前
に
は
、
宗
祇
に
よ
る
抄
出
本
の
「
万
葉
集
」
の
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
「
万
葉
集
注
抜
書
」
と
書
名
が
類
似
す
る
「
万
葉
集
抜
書
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
「
万

葉
集
抜
書
」
は
、
注
釈
の
数
が
極
め
て
少
な
く
、
注
釈
へ
の
意
識
が
希
薄
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
書
と
は
別
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

《
表
記
》 

　
本
書
の
歌
本
文
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
「
万
葉
集
」
の
漢
字
本
文
を
す
べ
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
読
み
下
し
に

書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
点
で
、
興
味
深
い
。
訓
み
と
し
て
は
、
お
お
よ
そ
仙
覚
の
新
点
に
従
っ
て
い
る
が
、
「
万

葉
集
」
本
文
か
ら
離
れ
た
訓
み
が
散
見
す
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。 

《
書
き
入
れ
》 

　
ま
た
、
本
書
に
は
、
本
文
と
は
別
筆
と
思
わ
れ
る
墨
の
書
き
入
れ
が
多
数
存
在
し
て
い
る
点
、
近
世
に
お
け
る

万
葉
歌
の
享
受
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
。 

《
本
書
の
特
徴
》 

　
本
書
の
本
奥
書
に
は
、
「
弘
治
元
年
」
（
一
五
五
五
年
）
云
々
の
記
載
が
見
え
、
「
万
葉
抄
」
の
成
立
に
比
較

的
近
い
時
代
の
写
本
が
親
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
「
弘
治
元
年
卯
月
上
州
下
向
之
折
節
」
云
々
と
あ

る
本
奥
書
は
、
切
り
貼
り
し
て
裏
見
返
し
に
貼
り
付
け
て
あ
る
。
貼
り
付
け
て
あ
る
紙
の
内
側
に
墨
・
文
字
は
な

い
。
ま
た
本
奥
書
と
本
文
と
は
同
筆
と
み
な
せ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
「
弘
治
元
年
卯
月
上
州
下
向
之
折
節
」

云
々
と
あ
る
本
奥
書
は
、
裏
表
紙
や
紙
が
ば
ら
け
た
際
に
、
そ
の
箇
所
の
み
を
切
り
取
り
、
新
し
い
裏
表
紙
に
貼
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り
付
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
表
紙
に
は
、
さ
ら
に
、
「
享
保
〈
三
歳
〉
戌
春
宿
に
て
求
ル
も
の
也
／
書
物

奉
行
頭
書
住
為
（
花
押
）
」
と
す
る
所
有
者
と
し
て
記
し
た
一
文
が
あ
り
、
こ
れ
は
本
文
お
よ
び
本
奥
書
と
は
別

筆
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軽
部
） 

 
＊
参
考
文
献  

佐
々
木
信
綱
編
『
万
葉
学
叢
刊
、
中
世
篇
』
（
万
葉
集
叢
書
、
古
今
書
院
、
一
九
二
八
） 

小
島
吉
雄
「
宗
祇
と
兼
載
と
の
万
葉
集
研
究
」
（
『
万
葉
集
大
成
』
第
一
一
巻
：
特
殊
研
究
篇
、
平
凡
社
、
一
九
五

五
） 

両
角
倉
一
「
宗
祇
の
万
葉
集
享
受
：
『
万
葉
抄
』
そ
の
他
」
（
『
連
歌
俳
諧
研
究
』
六
二
、
一
九
八
二
） 

景
井
詳
雅
「
『
万
葉
集
抜
書
』
と
『
宗
衹
万
葉
抄
』
と
の
関
係
：
中
世
『
万
葉
集
』
享
受
の
基
礎
的
研
究
の
た
め
に
」

（
『
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
一
七
、
二
〇
一
九
） 

＃￼

　
顕
注
密
勘
　
残
欠
本
（
中
・
下
巻
） 

38
袋
綴
、
２
冊
、
寛
永
六
年
写
、
縦
２
６
・
４
×横
２
０
・
４
糎
。
字
高
は
２
３
・
０
糎
、
顕
昭
注
文
は
和
歌
よ
り
１
・

７
糎
下
に
、
定
家
注
文
は
３
・
２
糎
下
に
書
く
。
原
装
縹
色
表
紙
、
見
返
し
は
素
紙
。
左
肩
黄
土
色
原
題
簽
に
墨

書
「
顕
注
密
勘
〈
中
〉
」
「
顕
注
密
勘
〈
下
〉
」
。
内
題
は
「
古
今
和
歌
集
巻
第
〜
」
。
料
紙
は
楮
紙
。
（
目
視

の
範
囲
で
よ
い
）
一
面
１
１
行
書
。
奥
書
・
識
語
に
つ
い
て
は
後
述
。
印
記
は
表
紙
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
。 

▼
『
顕
注
密
勘
』
の
中
・
下
巻
の
み
の
残
欠
本
。
表
紙
お
よ
び
題
簽
の
筆
跡
が
、
九
条
家
旧
蔵
本
と
さ
れ
る
＃￼

35

〔
歌
合
集
〕
と
一
致
す
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
九
条
家
旧
蔵
本
か
と
推
定
さ
れ
る
。
上
巻
を
欠
く
が
、
『
古
今
集
注

釈
書
伝
本
書
目
』59

頁
掲
載
の
、
「
九
条
家
旧
蔵
、
松
田
武
夫
、
山
岸
徳
平
旧
蔵
本
」
と
い
う
個
人
蔵
の
上
巻
一

冊
（
巻
一
〜
一
〇
）
は
展
示
品
の
僚
巻
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
未
見
）
。
ま
た
、
『
反
町
茂
雄
収
集
古
書
販
売
目

録
精
選
集
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、2000

）
第
四
巻
所
収
「
九
条
家
本
目
録
」
の
四
七
頁
に
あ
る
「
顕
注
密
勘
　
三
」

は
こ
れ
に
該
当
す
る
か
。
な
お
「
九
条
家
本
目
録
」
に
つ
い
て
は
瀧
山
嵐
氏
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学

研
究
科
・
日
本
文
学
研
究
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
の
ご
教
示
に
よ
る
。
　 

　
中
巻
の
奥
書
は
、
京
大
中
院
文
庫
蔵
本
（
中
院
Ⅳ25

）
と
同
じ
も
の
が
あ
り
、
最
終
丁
左
端
に
「
寛
永
六
年
〈
己

／
巳
〉
卯
月
吉
辰
一
校
了
　
　
兼
孝
　
／
　
吉
信
」
と
い
う
校
合
奥
書
が
あ
る
（
本
文
同
筆
）
。
下
巻
に
は
、
承

久
三
年
三
月
定
家
奥
書
、
承
久
三
年
十
月
藤
原
某
奥
書
、
弘
安
三
年
八
月
慶
融
奥
書
、
兼
良
奥
書
、
内
大
臣
藤
原

某
奥
書
（
稙
通
か
）
が
あ
る
。
そ
し
て
最
終
丁
左
端
に
「
寛
永
六
年
〈
己
／
巳
〉
卯
月
十
二
日
一
校
了
　
　
兼

孝
　
／
　
吉
信
」
と
い
う
校
合
奥
書
が
あ
る
（
本
文
同
筆
）
。
寛
永
の
校
合
奥
書
い
が
い
は
京
大
中
院
文
庫
蔵
本

（
中
院
Ⅳ25

）
と
同
じ
で
あ
り
、
本
文
も
巻
十
五
・
七
七
三
番
歌
注
文
が
「…

…

師
説
に
あ
ら
ざ
れ
ば
定
め
が
た

し
」
と
あ
る
の
で
、
海
野
［1996

］
が
い
う
流
布
本
系
統
Ⅰ
類
ａ
に
属
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
［2007

］
『
古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目
』
勉
誠
出
版 

海
野
圭
介
「
顕
注
密
勘
伝
本
考
」
『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
　
第
一
集
』
和
泉
書
院 

　 ＃￼

　
〔
古
今
和
歌
集
聞
書
〕
　
五
冊 

39
山
岸
文
庫
（3584

）
。
◆
詳
細
な
書
誌
事
項
は
左
の
先
行
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

西
澤
美
仁
・
牧
野
和
夫
・
杉
山
友
美
［1998

〜2002

］
「
山
岸
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
聞
書
』
翻
刻

（
一
）
〜
（
四
）
」
『
文
芸
資
料
研
究
所 

年
報
』17.18.20.21 

 / 27 29



奥
書
は
第
五
冊
尾
題
後
に
「
万
里
小
路
親
房
作
也
」
「
右
古
今
の
注
種
々
致
懇
望
令
害
写
者
也
い
さ
上
か
も
／
他

見
あ
る
ま
し
き
も
の
な
り
／
寛
永
拾
九
年
七
月
十
六
日
／
右
ノ
以
本
寛
文
四
年
秋
下
旬
令
書
写
者
也
」
。
そ
の
左

下
に
別
筆
で
「
円
蔵
房
元
超
（
花
押
）
」
と
墨
書
。
こ
れ
は
表
紙
左
下
「
元
超
蔵
」
と
あ
る
墨
書
と
対
応
。
第
一

冊
の
右
肩
に
「
九
條
家
旧
蔵
本
」
と
山
岸
徳
平
筆
墨
書
。 

▼
九
条
家
旧
蔵
本
で
あ
る
＃￼

と
＃￼

は
表
紙
が
異
な
る
。
ま
た
題
簽
は
な
く
、
打
付
書
の
筆
跡
も
前
記
２
点
と

35

38

異
な
る
。
山
岸
が
「
九
條
家
旧
蔵
本
」
と
書
き
記
し
た
根
拠
は
不
明
。
あ
る
い
は
『
反
町
茂
雄
収
集
古
書
販
売
目

録
精
選
集
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、2000

）
第
四
巻
所
収
「
九
条
家
本
目
録
」
の
四
六
頁
に
あ
る
「
古
今
和
歌
集
　
五
」

が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
。
な
お
山
岸
文
庫
に
は
九
条
家
旧
蔵
本
や
九
条
家
本
の
山
岸
に
よ
る
転
写
本
が
他
に
も
数

点
確
認
で
き
る
。
山
岸
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
こ
れ
ら
九
条
家
旧
蔵
本
群
に
つ
い
て
は
共
同
で
調
査
報
告
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＃40

　
〔
古
今
和
歌
集
注
〕
　
零
巻
　
伝
素
眼
筆 

山
岸
文
庫
（A14

）
。
巻
子
装
。
二
軸
。
〔
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
初
期
〕
写
。
伝
素
眼
法
師
筆
（
巻
第
十
七
巻

頭
の
極
札
に
よ
る
）
。
一
紙
の
大
き
さ
は
縦
２
３
・
０
×横
１
７
・
０
糎
。
字
高
は
和
歌
一
首
２
１
・
０
糎
（
詞
書

は
和
歌
よ
り
２
・
２
糎
ほ
ど
下
に
、
作
者
名
は
１
１
・
５
糎
ほ
ど
下
に
書
く
）
。
注
文
は
和
歌
か
ら
０
・
５
糎
ほ

ど
下
に
書
く
。
も
と
冊
子
本
を
巻
子
装
に
改
装
。
表
紙
は
卍
繋
ぎ
・
龍
・
吉
祥
文
・
飛
雲
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
段

紋
様
錦
。
見
返
し
は
布
目
地
金
箔
。
外
題
な
し
。
内
題
「
古
今
和
謌
集
巻
第
十
七
」
「
古
今
和
謌
集
巻
第
十
八
」
。

料
紙
は
楮
紙
。
一
面
１
０
行
、
和
歌
一
首
１
行
書
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
現
代
製
桐
函
。
巻
第
十
七
冒
頭
の
継
紙

に
「
素
眼
法
師
（
琴
山
）
」
（
古
筆
了
佐
か
） 

▼
既
存
の
目
録
上
で
は
『
古
今
和
歌
集
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
古
今
集
本
文
を
と
も
な
う
注
釈
書
で
あ
る
。
素
眼

を
伝
称
筆
者
と
す
る
典
籍
は
複
数
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
筆
跡
は
一
様
で
は
な
い
。
近
似
注
目
さ
れ
て
い
る
伝
素

眼
筆
『
菟
玖
波
集
』
と
本
書
は
別
筆
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
本
書
が
素
眼
真
筆
で
あ
る
確
証
は
な
い
。 

　
本
書
は
、
『
古
今
集
』
の
詞
書
、
作
者
、
和
歌
に
対
し
て
、
特
定
の
人
名
や
場
所
、
時
期
な
ど
を
あ
て
な
が
ら

説
明
し
、
本
説
を
も
っ
て
説
明
す
る
箇
所
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
や
そ
の
類
書
の
な
か
に
、

よ
く
似
た
言
説
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
致
す
る
伝
本
は
い
ま
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
現
時
点
で
は
僚
巻
や
ツ

レ
の
古
筆
切
な
ど
も
見
出
せ
て
い
な
い
。
掲
出
の
古
今
集
本
文
と
と
も
に
注
文
内
容
の
精
査
が
今
後
必
要
と
な
る

新
出
資
料
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
見
） 

＊
参
考
文
献 

国
文
学
研
究
資
料
館
編
［2018

］
『
中
世
古
今
和
歌
集
注
釈
の
世
界―

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
を
ひ
も
と
く
』
勉

誠
出
版 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
［2007

］
『
古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目
』
勉
誠
出
版 

小
川
剛
生
［2022

］
「
菟
玖
波
集
の
本
文
に
つ
い
て
　
新
出
の
素
眼
本
巻
十
五
と
急
雨
亭
文
庫
本 (

渡
辺
本) 

の
考

察
」
『
藝
文
研
究
』123-1 

小
川
剛
生
、
浅
井
美
峰
［2023

］
『
菟
玖
波
集
（
上
）
　
中
世
の
文
学
』
三
弥
井
書
店 

河
田
翔
子 

［2024

］
「
新
収
の
古
今
注
　
伝
轉
法
輪
公
敦
筆
『
古
今
和
歌
集
注
』
の
紹
介
」
『
書
物
学 = 

Bibliology

』
」25

、
勉
誠
社 
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第
九
章
　
筆
跡
や
料
紙
を
愛
で
る
、
集
め
る
　̶

古
筆
手
鑑̶

 
＃￼
　
古
筆
手
鑑
　
一
帖 

41
　
本
手
鑑
に
銘
は
な
い
。
オ
モ
テ
に
古
筆
切
４
０
葉
、
ウ
ラ
面
に
短
冊
や
色
紙
を
六
一
葉
貼
り
込
む
。
手
鑑
の
配

列
は
、
勅
筆
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
の
自
由
な
箇
所
も
あ
る
。
各
所
に
張
り
替
え
跡
が
あ
り
、
原
型
を
留
め
て
は
い

な
い
。
経
切
は
一
葉
が
な
い
一
方
で
、
筑
後
切
、
浅
井
切
、
秋
田
切
（
鯉
切
と
も
）
、
伊
勢
切
、
安
芸
切
と
い
っ

た
名
物
切
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
源
氏
物
語
梗
概
書
や
大
和
物
語
、
僻
案
抄
、
未
詳
古
今
集
注
、
拾
遺
愚
草
、

秋
篠
月
清
集
と
い
っ
た
や
や
珍
し
い
古
筆
切
も
多
く
、
研
究
上
有
益
で
あ
る
。
裏
面
の
な
か
に
も
、
後
花
園
院
勾

當
内
侍
の
自
詠
自
筆
と
目
さ
れ
る
ち
ら
し
書
き
の
短
冊
や
、
美
麗
な
加
飾
古
歌
短
冊
が
多
い
。
極
札
は
古
筆
本

家
、
別
家
、
朝
倉
茂
入
、
藤
本
了
因
、
浅
井
不
𦾔
な
ど
多
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
古
筆
了
音
に
筆
者
に

つ
い
て
質
問
し
、
了
音
が
是
と
答
え
た
と
い
う
メ
モ
書
き
が
張
り
込
ま
れ
て
も
い
る
。 

　
本
資
料
の
詳
細
は
、
後
日
、
別
府
節
子
氏
（
文
芸
資
料
研
究
所
客
員
研
究
員
）
、
上
野
英
子
氏
（
文
芸
資
料
研

究
所
教
授
）
と
舟
見
の
連
名
で
報
告
す
る
。
本
解
説
も
三
名
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
舟
見
） 

2024/09/09 
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